
(57)【要約】

温度検出装置（３０）は、電熱装置（２）のために設け

られている。この温度検出装置（３０）は薄くて実質的

に平らな基板（３２）を包含し、この基板は、フィルム

の形の温度感知性電気抵抗素子（３８）が設けられてい

る上面（３４）と、下面（６４）とを有し、前記温度感

知性電気抵抗素子（３８）には電気接続リード線（４０

，４２）が設けられている。支持部材（５４）は、前記

実質的に平らな基板（３２）の下面（６４）を前記支持

部材と並置してこの基板（３２）の受け入れるようにし

た上面（６０）を有する。熱絶縁装置（６２）は、少な

くとも前記温度感知性電気抵抗素子（３８）が設けられ

ている区域で、少なくとも前記実質的に平らな基板（３

２）の下面（６４）と前記支持部材（５４）との間に介

在されている。

JP 2006-527378 A 2006.11.30



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 熱 装 置 用 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 薄 く て 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） と 、 支 持 部 材
（ ５ ４ ） と 、 熱 絶 縁 装 置 （ ６ ２ ） と を 包 含 し 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） が 、 フ ィ
ル ム の 形 の 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） が 設 け ら れ て い る 第 １ の 表 面 （ ３ ４ ） と 、 第
２ の 表 面 （ ６ ４ ） と を 有 し 、 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） に は 電 気 接 続 リ ー ド 線
（ ４ ０ ， ４ ２ ） が 設 け ら れ 、 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） が 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） の
第 ２ の 表 面 （ ６ ４ ） を 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） と 並 置 し て こ の 基 板 （ ３ ２ ） を 受 け 入 れ る よ
う に し た 第 １ の 表 面 を 有 し 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 （ ６ ２ ） が 、 少 な く と も 前 記 温 度 感 知 性 電 気
抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） が 設 け ら れ て い る 区 域 で 、 少 な く と も 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ）
の 第 ２ の 表 面 （ ６ ４ ） と 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） と の 間 に 介 在 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） が そ の 第 １ の 表 面 に 設 け
た く ぼ み （ ６ ０ ） を 有 し 、 こ の く ぼ み が 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） と 前 記 熱 絶 縁 装
置 （ ６ ２ ） と を 受 け 入 れ る よ う に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 （ ６ ２ ） が 、 追 加 し て 、 前 記 く
ぼ み （ ６ ０ ） 内 で あ っ て 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） と 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） の ひ と
つ 又 は そ れ 以 上 の 側 縁 （ ６ ６ ， ６ ８ ） と の 間 に 介 在 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 （ ６ ２ ）
が 微 孔 性 熱 絶 縁 材 料 及 び ／ 又 は 他 の 熱 絶 縁 材 料 の 薄 い 層 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検
出 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 他 の 熱 絶 縁 材 料 が バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 、 パ ー
ラ イ ト 、 ミ ネ ラ ル フ ァ イ バ ー 、 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 、 無 機 フ ォ ー ム 及 び そ れ ら の 混 合 物 か ら
選 択 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 （ ６ ２ ）
が 、 １ ｍ ｍ か ら １ ０ ｍ ｍ ま で の 厚 さ で 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） と 前 記 支 持 部 材 （
５ ４ ） と の 間 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 （ ６ ２ ） が 、 ２ ｍ ｍ か ら ４ ｍ ｍ
ま で の 厚 さ で 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） と 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） と の 間 に 設 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） が
セ ラ ミ ッ ク 材 料 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 セ ラ ミ ッ ク 材 料 が ス テ ア タ イ ト 、 コ ー デ ィ
エ ラ イ ト 及 び ア ル ミ ナ か ら 選 択 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） が
金 属 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 金 属 が ス テ ン レ ス 鋼 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基
板 （ ３ ２ ） が セ ラ ミ ッ ク 材 料 及 び 誘 電 コ ー テ ィ ン グ を 有 す る 金 属 材 料 か ら 選 択 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 セ ラ ミ ッ ク 材 料 が ８ ５ － ９ ９ 重 量 パ ー セ
ン ト の ア ル ミ ナ 、 ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 及 び 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム か ら 選 択 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基
板 （ ３ ２ ） が 約 ０ ． ２ ５ ｍ ｍ か ら 約 ３ ｍ ｍ ま で の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出
装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ４ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） が 約 ０ ． ５
ｍ ｍ か ら 約 １ ｍ ｍ ま で の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ）
が ビ ー ム と し て 配 設 さ れ て 電 熱 装 置 の ヒ ー タ （ １ ２ ） を 少 な く と も 部 分 的 に 横 切 る 細 長 い
形 で あ り 、 前 記 ビ ー ム が 前 記 ヒ ー タ の 周 囲 区 域 か ら 延 び る よ う に さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ６ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 細 長 い 形 の 支 持 部 材 （ ５ ４ ） が 、 前 記 ヒ
ー タ （ １ ２ ） の 周 囲 区 域 に 固 定 さ れ る よ う に し た 第 １ の 端 （ ５ ６ ） と 、 前 記 ヒ ー タ （ １ ２
） 内 に あ る よ う に し た 第 ２ の 端 （ ５ ８ ） と を 有 し 、 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ）
が 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 ２ の 端 （ ５ ８ ） に 又 は こ の 第 ２ の 端 （ ５ ８ ） の 近 く に 配 設 さ
れ 、 前 記 電 気 接 続 リ ー ト 線 （ ４ ０ ， ４ ２ ） が 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） か ら 前
記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 １ の 端 （ ５ ６ ） に ま で 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置
。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ６ 又 は １ ７ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） が
、 細 長 い 形 で あ っ て 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） に 沿 っ て 延 び て い る と 共 に 、 そ の 第 １
の 端 の 区 域 （ ３ ６ ） に 配 設 さ れ て い る 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） を 有 し 、 前 記
電 気 接 続 リ ー ド 線 （ ４ ０ ， ４ ２ ） が 、 前 記 基 板 （ ３ ２ ） 上 に フ ィ ル ム の 形 で 設 け ら れ て 、
前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 １ の 端 （ ５ ６ ） に 配 設 さ れ て い る 、 前 記 基 板 （ ３ ２ ） の 第 ２ の
端 区 域 （ ４ ８ ） に ま で 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 フ ィ ル ム の 形 の 電 気 接 続 リ ー ド 線 （ ４ ０
， ４ ２ ） が 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） と 実 質 的 に 同 じ 又 は 類 似 す る 材 料 か ら 成
る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ８ 又 は １ ９ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 フ ィ ル ム の 形 の 電 気 接 続 リ ー ド
線 （ ４ ０ ， ４ ２ ） の た め の 電 気 端 子 装 置 （ ４ ４ ， ４ ６ ） が 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３
２ ） の 第 ２ の 端 区 域 （ ４ ８ ） に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 電 気 端 子 装 置 （ ４ ４ ， ４ ６ ） が 導 電 性 パ
ッ ド か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 ２ １ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 導 電 性 パ ッ ド （ ４ ４ ， ４ ６ ） が 前 記 電 気
接 続 リ ー ド 線 （ ４ ０ ， ４ ２ ） と 実 質 的 に 同 じ 又 は 類 似 す る 材 料 、 若 し く は 異 な る 材 料 か ら
成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
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　 請 求 項 ２ ２ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 異 な る 材 料 が 金 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す
る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 ２ ０ ～ ２ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 外 部 接 続 リ ー ド 線 （
１ ３ ６ ， １ ３ ８ ） が 前 記 電 気 端 子 装 置 （ ４ ４ ， ４ ６ ） に 接 続 さ れ て 配 設 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 ２ ４ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 外 部 接 続 リ ー ド 線 （ １ ３ ６ ， １ ３ ８ ） が
前 記 電 気 端 子 装 置 （ ４ ４ ， ４ ６ ） に は ん だ 付 け 、 ろ う 付 け 又 は 溶 着 に よ り 接 続 さ れ て 配 設
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 請 求 項 ２ １ ～ ２ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 電 気 接 続 部 材 （ ７ ６
， ７ ８ ） を 受 け 入 れ る た め の 穴 （ ５ ０ ， ５ ２ ） が 、 前 記 導 電 性 パ ッ ド （ ４ ４ ， ４ ６ ） 及 び
前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） を そ れ ぞ れ 貫 通 し て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温
度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 請 求 項 ２ ６ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 電 気 接 続 部 材 （ ７ ６ ， ７ ８ ） が 、 外 部 回
路 （ ８ ４ ， ８ ６ ） へ の 接 続 の た め に こ れ ら の 電 気 接 続 部 材 と 関 連 し た 導 電 性 端 子 タ ブ 又 は
ピ ン （ ８ ０ ， ８ ２ ） を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 請 求 項 ２ ６ 又 は ２ ７ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 他 の 穴 （ ７ ２ ， ７ ４ ） が ま た 前 記 支
持 部 材 （ ５ ４ ） を 貫 通 し て 設 け ら れ て 前 記 電 気 接 続 部 材 （ ７ ６ ， ７ ８ ） を 受 け 入 れ 、 こ れ
に よ り 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） が 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） に 固 定 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 請 求 項 ２ ６ ～ ２ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 電 気 接 続 部 材 （
７ ６ ， ７ ８ ） が ボ ル ト 、 ピ ン 又 は リ べ ッ ト か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 請 求 項 ２ ９ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 ボ ル ト （ ７ ６ ， ７ ８ ） が 金 、 銀 、 又 は ニ
ッ ケ ル で メ ッ キ さ れ た 黄 銅 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 請 求 項 ２ ９ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 リ ベ ッ ト （ ７ ６ ， ７ ８ ） が 金 、 銀 又 は ニ
ッ ケ ル で メ ッ キ さ れ た 黄 銅 又 は 銅 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 請 求 項 １ ８ ～ ３ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 （ ６
２ ） が 、 前 記 細 長 い 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） の 実 質 的 に 全 体 の 長 さ わ た っ て 、 又 は 実
質 的 に 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） が 設 け ら れ て い る 、 前 記 基 板 （ ３ ２ ） の 区 域
の み で 、 前 記 基 板 （ ３ ２ ） と 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） と の 間 に 介 在 し て 設 け ら れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 請 求 項 ３ ２ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 （ ６ ２ ） が 、 実 質 的 に 前 記 温
度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） が 設 け ら れ て い る 前 記 区 域 の み に 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 請 求 項 ３ ２ 又 は ３ ３ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 少 な く と も ひ と つ の ス ロ ッ ト 装 置 （
１ １ ０ ， １ １ ２ ） が 前 記 基 板 （ ３ ２ ） を 貫 通 し て か つ 前 記 基 板 を 部 分 的 に 横 切 っ て 延 び る
よ う に し て 設 け ら れ 、 こ れ に よ り 前 記 基 板 に 沿 う 熱 伝 導 が 減 少 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 温
度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 金 属 製 の 取 付 け ブ ラ ケ
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ッ ト （ ９ ０ ） が 設 け ら れ 、 こ の 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト が 、 電 熱 装 置 の ヒ ー タ （ １ ２ ） の 外 部 に
固 定 す る よ う に し た 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 １ の 端 （ ５ ６ ） に 固 定 さ れ る 第 １ の
部 分 （ ９ ２ ） と 、 前 記 ヒ ー タ の 外 側 区 域 に 固 定 す る た め の 第 ２ の 部 分 （ ９ ８ ） と を 有 し て
い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 請 求 項 ３ ５ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト （ ９ ０ ） の 第 ２ の 部 分
（ ９ ８ ） が 前 記 ヒ ー タ （ １ ２ ） の 周 囲 壁 （ １ ８ ） で の 外 側 区 域 に 固 定 さ れ る よ う に し た こ
と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 請 求 項 ３ ５ 又 は ３ ６ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト （ ９ ０ ） の 第
１ の 部 分 （ ９ ２ ） が 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 １ の 端 （ ５ ６ ） の 部 分 に 係 合 す る ク
リ ッ プ 装 置 （ ９ ４ ） で も っ て 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 請 求 項 ３ ７ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 １ の 端 （ ５
６ ） の 係 合 部 分 が 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の く ぼ み 又 は リ ベ ー ト と し て 設 け ら れ て い る こ と を
特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 請 求 項 ３ ８ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 く ぼ み 又 は リ ベ ー ト が 前 記 取 付 け ブ ラ ケ
ッ ト （ ９ ０ ） の 第 １ 部 分 （ ９ ２ ） で 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） を 長 手 方 向 に 調 節 で き る
よ う な 大 き さ と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 請 求 項 ３ ５ ～ ３ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ
ト （ ９ ０ ） が 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） を 電 熱 装 置 の 調 理 板 （ ４ ） の 下 面 に 向 か っ て 偏
倚 せ し め る よ う に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 請 求 項 ４ ０ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト （ ９ ０ ） が 、 片 持 ち ば
り の 形 で あ っ て 、 金 属 の 単 一 の シ ー ト 又 は ス ト リ ッ プ か ら 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 前 記 ヒ
ー タ （ １ ２ ） に 取 り 付 け ら れ た と き に は 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 ２ の 端 （ ５ ８
） が 前 記 調 理 板 （ ４ ） の 下 面 に 向 か っ て 上 向 き に 偏 倚 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検
出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 請 求 項 ４ １ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト （ ９ ０ ） が そ れ ぞ れ 上
方 部 品 及 び 下 方 部 品 を 形 成 す る よ う に 分 離 し て 形 成 さ れ た 第 １ の 部 分 （ ９ ２ ） 及 び 第 ２ の
部 分 （ ９ ８ ） を 有 し 、 こ れ ら の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 （ ９ ２ ， ９ ８ ） は 実 質 的 に 垂 直 な 面 に
お け る 制 限 し た 相 対 的 移 動 が そ れ ら の 間 で で き る よ う に 一 緒 に 組 み 立 て ら れ 、 ま た ば ね 装
置 （ １ ２ ４ ） が 相 対 的 に 移 動 可 能 な 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 （ ９ ２ ， ９ ８ ） 間 に 設 け ら れ
て 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） を 前 記 調 理 板 （ ４ ） の 下 面 に 向 か っ て 偏 倚 せ し め る よ う に
作 用 す る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 請 求 項 ４ ２ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 ば ね 装 置 （ １ ２ ４ ） が コ イ ル ば ね 又 は リ
ー フ ば ね の 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 請 求 項 ３ ５ ～ ４ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ
ト （ ９ ０ ） が ス テ ン レ ス 鋼 、 メ ッ キ さ れ た 軟 鋼 又 は 耐 高 温 性 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 成 る こ
と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 ロ ッ ド 様 又 は ビ ー ム 様
の 部 分 を 有 す る 温 度 応 答 装 置 （ １ １ ４ ） が 追 加 し て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度
検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
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　 請 求 項 ４ ５ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 温 度 応 答 装 置 （ １ １ ４ ） は 、 そ の ロ ッ ド
様 又 は ビ ー ム 様 の 部 分 が 温 度 検 出 装 置 の 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 下 に 実 質 的 に 横 た
わ る 位 置 に あ る よ う に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 請 求 項 ３ ５ ～ ４ ４ の い ず れ か 一 項 に 従 属 す る 請 求 項 ４ ６ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、
前 記 温 度 応 答 装 置 （ １ １ ４ ） が 温 度 検 出 装 置 の 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の た め に 設 け
た 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト （ ９ ０ ） を 共 用 し て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ）
が 、 熱 放 射 反 射 材 料 の 層 （ １ ０ ４ ） が 設 け ら れ て い る 第 ２ の 表 面 （ ８ ８ ） を 有 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 電 気 絶 縁 又 は パ ッ シ ベ
ー シ ョ ン 層 （ ７ ０ ） が 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） の 第 １ の 表 面 （ ３ ４ ） に 設 け ら れ
、 こ の 電 気 絶 縁 又 は パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 層 （ ７ ０ ） が 少 な く と も 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素
子 （ ３ ８ ） の 上 に 横 た わ っ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵
抗 素 子 （ ３ ８ ） が 白 金 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 電 熱 装 置 に お い て 、 調 理 板 （ ４ ） と 、 電 気 ヒ ー タ （ １ ２ ） と 、 請 求 項 １ ～ ５ ０ の い ず れ
か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 （ ３ ０ ） と を 包 含 し 、 前 記 調 理 板 （ ４ ） が 調 理 器 具 （ ８ ） を
受 け る 上 面 （ ６ ） と 下 面 （ １ ０ ） と を 有 し 、 前 記 電 気 ヒ ー タ （ １ ２ ） が 少 な く と も ひ と つ
の 電 気 加 熱 エ レ メ ン ト （ １ ２ ） を 組 み 入 れ て い る と 共 に 前 記 調 理 板 の 下 面 に 接 触 し て 支 持
さ れ 、 前 記 温 度 検 出 装 置 （ ３ ０ ） が 電 熱 装 置 （ ２ ） の 中 で あ っ て 前 記 少 な く と も ひ と つ の
電 気 加 熱 エ レ メ ン ト の 上 方 に 間 隔 を 置 く と 共 に 前 記 調 理 板 の 下 面 に 接 触 し て 配 設 さ れ 、 前
記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） が 前 記 調 理 板 の 下 面 と 対 面 し て い る こ と を 特 徴 と す る
電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 請 求 項 ５ １ 記 載 の 電 熱 装 置 に お い て 、 前 記 調 理 板 （ ４ ） が ガ ラ ス － セ ラ ミ ッ ク 材 料 か ら
成 る こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 請 求 項 ５ １ 又 は ５ ２ 記 載 の 電 熱 装 置 に お い て 、 前 記 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） が 前 記
電 気 ヒ ー タ （ １ ２ ） の 周 囲 壁 （ １ ８ ） に 設 け ら れ て い る 穴 又 は く ぼ み を 横 切 り 、 こ れ に よ
り 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 １ の 端 （ ５ ６ ） が 前 記 電 気 ヒ ー タ の 外 側 に 配 設 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 請 求 項 ５ ３ 記 載 の 電 熱 装 置 に お い て 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） が 前 記 電 気 ヒ ー タ の
周 囲 壁 （ １ ８ ） の 穴 又 は く ぼ み を 横 切 る 位 置 で 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の 下 面 を 横 切 っ て 延
び て い る 横 く ぼ み が 前 記 細 長 い 支 持 部 材 に 設 け ら れ 、 こ れ に よ り 前 記 周 囲 壁 の 穴 又 は く ぼ
み の 大 き さ を 最 小 に で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 請 求 項 ５ ３ 又 は ５ ４ 記 載 の 電 熱 装 置 に お い て 、 前 記 周 囲 壁 （ １ ８ ） が 熱 絶 縁 材 料 か ら 成
る か 又 は 熱 絶 縁 材 料 を 含 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 請 求 項 ５ ３ ～ ５ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 熱 装 置 に お い て 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板
（ ３ ２ ） も 、 ま た 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） 上 で 、 前 記 電 気 ヒ ー タ （ １ ２ ） の 周 囲 壁
（ １ ８ ） に 設 け ら れ て い る 穴 又 は く ぼ み を 横 切 り 、 こ れ に よ り 前 記 基 板 の 第 ２ の 端 区 域 （
４ ８ ） が 前 記 電 気 ヒ ー タ の 外 側 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
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　 請 求 項 ５ １ ～ ５ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 熱 装 置 に お い て 、 前 記 少 な く と も ひ と つ の
電 気 加 熱 エ レ メ ン ト （ ２ ０ ） が 放 射 電 気 抵 抗 加 熱 エ レ メ ン ト 又 は 電 気 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト
か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 調 理 設 備 に お い て 電 熱 装 置 （ 電 気 加 熱 装 置 ） と 一 緒 に 用 い る た め の 温 度 検 出
装 置 に 関 す る 。 こ の よ う な 電 熱 装 置 に お い て は 、 例 え ば ガ ラ ス － セ ラ ミ ッ ク 材 料 の 調 理 板
が 調 理 容 器 を 受 け る 上 面 と 下 面 と を 有 し 、 少 な く と も ひ と つ の 電 気 加 熱 エ レ メ ン ト を 組 み
入 れ て い る 電 気 ヒ ー タ が 調 理 板 の 下 面 に 接 触 し て 支 持 さ れ て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 調 理 設 備 用 の 電 熱 装 置 で あ っ て 、 そ の 温 度 検 出 装 置 が 、 ガ ラ ス － セ ラ ミ ッ ク 製 の 調 理 板
の 下 に 配 設 さ れ て 、 こ の 調 理 板 の 温 度 を 監 視 し 、 調 理 板 へ の 熱 損 傷 を 防 止 す る た め に 特 定
の 温 度 に 達 し た と き に は 調 理 板 の 下 の ヒ ー タ 内 の ひ と つ 又 は そ れ 以 上 の 加 熱 エ レ メ ン ト を
不 作 動 に す る よ う に 作 動 す る 電 熱 装 置 を 提 供 す る こ と は 、 よ く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 調 理 板 の 上 面 に 置 か れ た 、 例 え ば 平 な べ の よ う な 調 理 器 具 の 温 度 を 、 調 理 板 の 下 に 配 設
さ れ て い る 温 度 検 出 装 置 を 使 用 し て 検 出 す る 必 要 が 存 在 す る 。 そ し て 、 次 の よ う な 問 題 、
す な わ ち 、 例 え ば 沸 騰 － 乾 燥 現 象 が 調 理 器 具 内 に 発 生 し た と き に 、 温 度 検 出 装 置 の 上 に 横
た わ っ て い る 調 理 板 に 生 じ る 温 度 の 小 さ な 変 化 を 測 定 で き る よ う に す る こ と が 要 求 さ れ る
こ と に 出 会 う 。 し た が っ て 、 良 好 な 熱 連 結 が 温 度 検 出 装 置 と 調 理 板 と の 間 に 要 求 さ れ る 。
し か し な が ら 、 温 度 検 出 装 置 は 、 ま た 、 そ の 下 に 横 た わ っ て い る ヒ ー タ 内 の ひ と つ 又 は そ
れ 以 上 の 加 熱 エ レ メ ン ト か ら の 熱 放 射 を 直 接 受 け 、 こ れ は 、 温 度 検 出 装 置 が 沸 騰 － 乾 燥 現
象 、 又 は 調 理 板 の 温 度 の 小 さ な 変 化 を 監 視 さ れ る こ と が 要 求 さ れ る 他 の 現 象 と 関 連 す る 調
理 板 の 温 度 の 小 さ な 変 化 を 区 別 す る こ と を 非 常 に 困 難 に す る こ と を 生 じ せ し め る 。 更 に 、
ヒ ー タ の 制 御 し た 設 定 温 度 値 の 変 動 か ら 生 じ る 熱 “ ノ イ ズ ” が 、 調 理 板 の 温 度 の 小 さ な 変
化 の 測 定 に 干 渋 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 次 に 述 べ る よ う な 構 成 に よ り 、 い わ ゆ る “ ク ー ル パ ッ チ （ cool patch） ” と 称 さ れ て い
る ガ ラ ス － セ ラ ミ ッ ク 製 の 調 理 板 を 加 熱 区 域 内 に 提 供 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 す な わ ち
、 こ の 構 成 に お い て は 、 熱 絶 縁 囲 い に よ り 囲 繞 さ れ て い る 個 別 の 温 度 検 出 装 置 が 、 調 理 板
の 下 面 の 区 域 に 対 し て 直 接 に 付 勢 さ れ 、 調 理 板 の 上 に 横 た わ っ て い る 調 理 器 具 が 加 熱 区 域
に お い て 調 理 板 に 熱 の 戻 し を 誘 導 す る こ と に よ り 生 じ る 調 理 板 の 温 度 の 変 化 を 検 出 す る 。
こ の よ う な 個 別 の 温 度 検 出 装 置 は 、 毛 管 又 は 電 気 機 械 の 形 、 若 し く は 白 金 抵 抗 温 度 検 出 器
の 形 で 設 け ら れ 、 調 理 板 の 下 面 に 対 し て 例 え ば ば ね 荷 重 装 置 に よ り 付 勢 さ れ る 。 し か し な
が ら 、 こ の よ う な 構 成 は 、 か さ ば り 、 実 施 す る に は 高 価 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 こ の 問 題 を 除 去 又 は 最 小 に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 電 熱 装 置 用 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 薄 く て 実 質 的 に 平 ら な
基 板 と 、 支 持 部 材 と 、 熱 絶 縁 装 置 と を 包 含 し 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 が 、 フ ィ ル ム の 形
の 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 が 設 け ら れ て い る 第 １ の 表 面 と 、 第 ２ の 表 面 と を 有 し 、 前 記 温
度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 に は 電 気 接 続 リ ー ド 線 が 設 け ら れ 、 前 記 支 持 部 材 が 前 記 実 質 的 に 平
ら な 基 板 の 第 ２ の 表 面 を 前 記 支 持 部 材 と 並 置 し て こ の 基 板 を 受 け 入 れ る よ う に し た 第 １ の
表 面 を 有 し 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 が 、 少 な く と も 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 が 設 け ら れ て い
る 区 域 で 、 少 な く と も 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 の 第 ２ の 表 面 と 前 記 支 持 部 材 と の 間 に 介 在
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さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 支 持 部 材 は 、 そ の 第 １ の 表 面 に 設 け た く ぼ み を 有 す る こ と が で き 、 こ の く ぼ み は 前
記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 と 前 記 熱 絶 縁 装 置 と を 受 け 入 れ る よ う に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 熱 絶 縁 装 置 は 、 追 加 し て 、 前 記 く ぼ み 内 で あ っ て 前 記 支 持 部 材 と 前 記 実 質 的 に 平 ら
な 基 板 の ひ と つ 又 は そ れ 以 上 の 側 縁 と の 間 に 介 在 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 熱 絶 縁 装 置 は 、 微 孔 性 熱 絶 縁 材 料 及 び ／ 又 は 他 の 熱 絶 縁 材 料 の 薄 い 層 か ら 成 る こ と
が で き る 。 前 記 他 の 熱 絶 縁 材 料 は 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 、 パ ー ラ イ ト 、 ミ ネ ラ ル フ ァ イ バ ー
、 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 、 無 機 フ ォ ー ム 及 び そ れ ら の 混 合 物 か ら 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 熱 絶 縁 装 置 は 、 １ ｍ ｍ か ら １ ０ ｍ ｍ ま で 、 好 適 に は ２ ｍ ｍ か ら ４ ｍ ｍ ま で の 厚 さ で
、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 と 前 記 支 持 部 材 と の 間 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 支 持 部 材 は 、 セ ラ ミ ッ ク 材 料 、 例 え ば ス テ ア タ イ ト 、 コ ー デ ィ エ ラ イ ト 又 は ア ル ミ
ナ か ら 成 る こ と が で き る 。 選 択 的 に 、 前 記 支 持 部 材 は 金 属 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 か ら 作 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 は 、 セ ラ ミ ッ ク 材 料 、 例 え ば ８ ５ － ９ ９ 重 量 パ ー セ ン ト の ア ル
ミ ナ 、 ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 及 び 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 及 び 誘 導 コ ー テ ィ ン グ を 有 す る 金 属 材 料
か ら 選 択 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 は 、 約 ０ ． ２ ５ ｍ ｍ か ら 約 ３
ｍ ｍ ま で 、 好 適 に は 約 ０ ． ５ ｍ ｍ か ら 約 １ ｍ ｍ ま で の 厚 さ を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 支 持 部 材 は 、 ビ ー ム と し て 配 設 さ れ て 電 熱 装 置 の ヒ ー タ を 少 な く と も 部 分 的 に 横 切
る 細 長 い 形 と す る こ と が で き 、 前 記 ビ ー ム は 前 記 ヒ ー タ の 周 囲 区 域 か ら 延 び る よ う に さ れ
る 。 前 記 細 長 い 形 の 支 持 部 材 は 、 前 記 ヒ ー タ の 周 囲 区 域 に 固 定 さ れ る よ う に し た 第 １ の 端
と 、 前 記 ヒ ー タ 内 に あ る よ う に し た 第 ２ の 端 と を 有 す る こ と が で き 、 前 記 温 度 感 知 性 電 気
抵 抗 素 子 は 前 記 支 持 部 材 の 第 ２ の 端 に 又 は こ の 第 ２ の 端 の 近 く に 配 設 さ れ 、 前 記 電 気 接 続
リ ー ト 線 は 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 か ら 前 記 支 持 部 材 の 第 １ の 端 に ま で 延 び る よ う に
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 は 、 細 長 い 形 で あ っ て 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 に 沿 っ て 延 び て い
る と 共 に 、 そ の 第 １ の 端 の 区 域 に 配 設 さ れ て い る 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 を 有 す る こ
と が で き 、 前 記 電 気 接 続 リ ー ド 線 は 、 前 記 基 板 上 に フ ィ ル ム の 形 で 設 け ら れ て 、 前 記 支 持
部 材 の 第 １ の 端 に 配 設 さ れ て い る 、 前 記 基 板 の 第 ２ の 端 区 域 に ま で 延 び る よ う に さ れ る 。
前 記 フ ィ ル ム の 形 の 電 気 接 続 リ ー ド 線 は 、 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 と 実 質 的 に 同 じ 又
は 類 似 す る 材 料 か ら 成 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 フ ィ ル ム の 形 の 電 気 接 続 リ ー ド 線 の た め の 電 気 端 子 装 置 を 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基
板 の 第 ２ の 端 区 域 に 設 け る こ と が で き る 。 前 記 電 気 端 子 装 置 は 、 導 電 性 パ ッ ド か ら 成 る こ
と が で き る 。 前 記 導 電 性 パ ッ ド は 、 例 え ば 前 記 電 気 接 続 リ ー ド 線 と 実 質 的 に 同 じ 又 は 類 似
す る 材 料 、 若 し く は 異 な る 材 料 、 例 え ば 金 か ら 成 る こ と が で き る 。 そ し て 、 外 部 接 続 リ ー
ド 線 を 前 記 電 気 端 子 装 置 に 、 例 え ば は ん だ 付 け 、 ろ う 付 け 又 は 溶 着 に よ り 接 続 し て 配 設 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 選 択 的 に 、 電 気 接 続 部 材 を 受 け 入 れ る た め の 穴 を 、 前 記 導 電 性 パ ッ ド 及 び 前 記 実 質 的 に
平 ら な 基 板 を そ れ ぞ れ 貫 通 し て 設 け る こ と が で き る 。 前 記 電 気 接 続 部 材 は 、 外 部 回 路 へ の
接 続 の た め に こ れ ら の 電 気 接 続 部 材 と 関 連 し た 導 電 性 端 子 タ ブ 又 は ピ ン を 有 す る こ と が で
き る 。 他 の 穴 を ま た 前 記 支 持 部 材 を 貫 通 し て 設 け て 前 記 電 気 接 続 部 材 を 受 け 入 れ る よ う に
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す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 は 前 記 支 持 部 材 に 固 定 さ れ る 。 前 記
電 気 接 続 部 材 は 、 ボ ル ト 、 ピ ン 又 は リ ベ ッ ト か ら 成 る こ と が で き る 。 前 記 ボ ル ト は 、 金 、
銀 、 又 は ニ ッ ケ ル で メ ッ キ さ れ た 黄 銅 か ら 成 る こ と が で き る 。 前 記 リ ベ ッ ト は 、 金 、 銀 又
は ニ ッ ケ ル で メ ッ キ さ れ た 黄 銅 又 は 銅 か ら 成 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 熱 絶 縁 装 置 は 、 前 記 細 長 い 実 質 的 に 平 ら な 基 板 の 実 質 的 に 全 体 の 長 さ わ た っ て 、 又
は 実 質 的 に 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 が 設 け ら れ て い る 、 前 記 基 板 の 区 域 の み で 、 前 記
基 板 と 前 記 支 持 部 材 と の 間 に 介 在 し て 設 け る こ と が で き る 。 前 記 熱 絶 縁 装 置 が 、 実 質 的 に
前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 が 設 け ら れ て い る 前 記 区 域 の み に 設 け ら れ て い る と き に は 、
少 な く と も ひ と つ の ス ロ ッ ト 装 置 を 、 前 記 基 板 を 貫 通 し て か つ 前 記 基 板 を 部 分 的 に 横 切 っ
て 延 び る よ う に し て 設 け る こ と が で き 、 こ れ に よ り 前 記 基 板 に 沿 う 熱 伝 導 が 減 少 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 金 属 製 の 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト を 設 け る こ と が で き 、 こ の 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト は 、 電 熱 装 置 の
ヒ ー タ の 外 部 に 固 定 す る よ う に し た 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の 第 １ の 端 に 固 定 さ れ る 第 １ の 部
分 と 、 前 記 ヒ ー タ の 外 側 区 域 、 例 え ば 前 記 ヒ ー タ の 周 囲 壁 で の 外 側 区 域 に 固 定 す る よ う に
し た 第 ２ の 部 分 と を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト の 第 １ の 部 分 は 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の 第 １ の 端 の 部 分 に 係 合 す
る ク リ ッ プ 装 置 で も っ て 配 設 す る こ と が で き る 。 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の 第 １ の 端 の 係 合 部
分 は 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の く ぼ み 又 は リ ベ ー ト と し て 設 け る こ と が で き る 。 前 記 く ぼ み
又 は リ ベ ー ト は 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト の 第 １ 部 分 で 前 記 細 長 い 支 持 部 材 を 長 手 方 向 に 調
節 で き る よ う な 大 き さ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト は 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 を 電 熱 装 置 の 調 理 板 の 下 面 に 向 か っ て 偏
倚 せ し め る よ う に 配 設 す る こ と が で き る 。 こ の 目 的 の た め に 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト は 、
片 持 ち ば り の 形 で あ っ て 、 金 属 の 単 一 の シ ー ト 又 は ス ト リ ッ プ か ら 形 成 す る こ と が で き 、
こ れ に よ り 、 前 記 ヒ ー タ に 取 り 付 け ら れ た と き に は 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の 第 ２ の 端 が 前
記 調 理 板 の 下 面 に 向 か っ て 上 向 き に 偏 倚 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 選 択 的 に 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト は 、 そ れ ぞ れ 上 方 部 品 及 び 下 方 部 品 を 形 成 す る よ う に
分 離 し て 形 成 さ れ る 第 １ の 部 分 及 び 第 ２ の 部 分 を 有 す る こ と が で き 、 こ れ ら の 第 １ 及 び 第
２ の 部 分 は 実 質 的 に 垂 直 な 面 に お け る 制 限 し た 相 対 的 移 動 が そ れ ら の 間 で で き る よ う に 一
緒 に 組 み 立 て ら れ 、 ま た 例 え ば コ イ ル ば ね 又 は リ ー フ ば ね の 形 の ば ね 装 置 が 相 対 的 に 移 動
可 能 な 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 間 に 設 け ら れ て 前 記 細 長 い 支 持 部 材 を 前 記 調 理 板 の 下 面 に
向 か っ て 偏 倚 せ し め る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト は 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 メ ッ キ さ れ た 軟 鋼 又 は 耐 高 温 性 プ ラ ス チ ッ ク
材 料 か ら 成 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ロ ッ ド 様 又 は ビ ー ム 様 の 部 分 を 有 す る 温 度 応 答 装 置 を 追 加 し て 設 け る こ と が で き 、 前 記
ロ ッ ド 様 又 は ビ ー ム 様 の 部 分 は 前 記 ヒ ー タ の 周 囲 区 域 か ら 前 記 ヒ ー タ を 少 な く と も 部 分 的
に 横 切 っ て 延 び る よ う に さ れ て 、 前 記 少 な く と も ひ と つ の 電 気 加 熱 エ レ メ ン ト と 前 記 調 理
板 の 下 面 と の 間 に 形 成 さ れ て い る 空 所 の 温 度 を 監 視 す る よ う に す る 。 前 記 温 度 応 答 装 置 は
、 所 定 の 温 度 で 前 記 少 な く と も ひ と つ の 電 気 加 熱 エ レ メ ン ト を 不 作 動 と す る た め に 及 び ／
又 は 前 記 空 所 の 温 度 を 選 択 し た 所 定 の 範 囲 内 に 制 御 す る た め に 、 外 部 の 制 御 回 路 と 協 働 す
る よ う に 配 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 温 度 応 答 装 置 は 、 そ の ロ ッ ド 様 又 は ビ ー ム 様 の 部 分 が 温 度 検 出 装 置 の 前 記 細 長 い 支
持 部 材 の 下 に 実 質 的 に 横 た わ る 位 置 で 前 記 ヒ ー タ を 少 な く と も 部 分 的 に 横 切 っ て 延 び る よ
う に 、 配 設 す る こ と が で き る 。 前 記 温 度 応 答 装 置 は 、 温 度 検 出 装 置 の 前 記 細 長 い 支 持 部 材
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の た め に 設 け た 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト を 共 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 支 持 部 材 は 、 熱 放 射 反 射 材 料 の 層 が 設 け ら れ て い る 第 ２ の 表 面 を 有 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 電 気 絶 縁 又 は パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 層 を 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 の 第 １ の 表 面 に 設 け る こ
と が で き 、 こ の 電 気 絶 縁 又 は パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 層 は 少 な く と も 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素
子 の 上 に 横 た わ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 は 、 白 金 か ら 成 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 電 熱 装 置 に お い て 、 調 理 板 と 、 電 気 ヒ ー タ と 、 上 述 し た 温
度 検 出 装 置 と を 包 含 し 、 前 記 調 理 板 が 調 理 器 具 を 受 け る 上 面 と 下 面 と を 有 し 、 前 記 電 気 ヒ
ー タ が 少 な く と も ひ と つ の 電 気 加 熱 エ レ メ ン ト を 組 み 入 れ て い る と 共 に 前 記 調 理 板 の 下 面
に 接 触 し て 支 持 さ れ 、 前 記 温 度 検 出 装 置 が 電 熱 装 置 の 中 で あ っ て 前 記 少 な く と も ひ と つ の
電 気 加 熱 エ レ メ ン ト の 上 方 に 間 隔 を 置 く と 共 に 前 記 調 理 板 の 下 面 に 接 触 し て 配 設 さ れ 、 前
記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 が 前 記 調 理 板 の 下 面 と 対 面 し て い る こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置
が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 調 理 板 は 、 ガ ラ ス － セ ラ ミ ッ ク 材 料 か ら 成 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 細 長 い 支 持 部 材 は 、 前 記 電 気 ヒ ー タ の 周 囲 壁 に 設 け ら れ て い る 穴 又 は く ぼ み を 横 切
る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の 第 １ の 端 は 前 記 電 気 ヒ ー タ の 外 側 に 配
設 さ れ る 。 前 記 細 長 い 支 持 部 材 が 前 記 電 気 ヒ ー タ の 周 囲 壁 の 穴 又 は く ぼ み を 横 切 る 位 置 で
、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の 下 面 を 横 切 っ て 延 び て い る 横 く ぼ み を 前 記 細 長 い 支 持 部 材 に 設 け
る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 前 記 周 囲 壁 の 穴 又 は く ぼ み の 大 き さ を 最 小 に す る こ と が で き
る 。 前 記 周 囲 壁 は 、 熱 絶 縁 材 料 か ら 成 る か 又 は 熱 絶 縁 材 料 を 含 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 も 、 ま た 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 上 で 、 前 記 電 気 ヒ ー タ の 周 囲 壁
に 設 け ら れ て い る 穴 又 は く ぼ み を 横 切 り 、 こ れ に よ り 、 前 記 基 板 の 第 ２ の 端 区 域 を 前 記 電
気 ヒ ー タ の 外 側 に 配 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 少 な く と も ひ と つ の 電 気 加 熱 エ レ メ ン ト は 、 放 射 電 気 抵 抗 加 熱 エ レ メ ン ト 又 は 電 気
誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト か ら 成 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 手 段 に よ り 、 熱 絶 縁 装 置 を 組 み 入 れ 、 コ ン パ ク ト で あ る と 共 に 丈 夫 で あ り 、 か
つ 作 動 が 鋭 敏 で あ る と 共 に 有 効 で あ る 温 度 検 出 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 を 良 く 理 解 し 、 ま た 本 発 明 が 実 際 に ど の よ う に し て 実 施 さ れ る か を 一 層 明 確 に 示
す た め に 、 以 下 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 す る た め に 、 電 熱 装 置 ２ は 周 知 の 形 の ガ ラ ス － セ ラ ミ ッ ク 製 調 理 板
４ を 包 含 し 、 こ の 調 理 板 ４ は 例 え ば 平 な べ の よ う な 調 理 器 具 ８ を 受 け る 上 面 ６ を 有 す る 。
調 理 板 ４ の 下 面 １ ０ は 、 こ の 下 面 １ ０ に 接 触 し て 支 持 さ れ て い る 電 気 ヒ ー タ １ ２ を 有 す る
。 電 気 ヒ ー タ １ ２ は 例 え ば 金 属 の 皿 様 支 持 体 １ ４ を 包 含 し 、 こ の 支 持 体 １ ４ の 中 に は 、 例
え ば 微 孔 性 熱 及 び 電 気 絶 縁 材 料 の よ う な 熱 及 び 電 気 絶 縁 材 料 の 基 層 １ ６ が 設 け ら れ て い る
。 そ し て 、 熱 及 び 電 気 絶 縁 材 料 の 周 囲 壁 １ ８ が 調 理 板 ４ の 下 面 １ ０ に 接 触 す る よ う に 配 設
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 少 な く と も ひ と つ の 放 射 電 気 抵 抗 式 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ は 、 基 層 １ ６ に 関 し て 支 持 さ れ
て い る 。 ひ と つ 又 は 複 数 の 加 熱 エ レ メ ン ト は 、 周 知 の 形 の 任 意 の 加 熱 エ レ メ ン ト 、 例 え ば
ワ イ ヤ 、 リ ボ ン 、 フ ォ イ ル 又 は ラ ン プ の 形 の 加 熱 エ レ メ ン ト 、 若 し く は こ れ ら の 形 の 組 み
合 わ せ か ら 成 る こ と が で き る 。 特 に 、 こ の 又 は こ れ ら の 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ は 縁 に 沿 っ て
絶 縁 材 料 の 基 層 １ ６ 上 に 支 持 さ れ て い る 波 形 リ ボ ン の 形 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 し か し な が ら 、 本 発 明 は 少 な く と も ひ と つ の 放 射 電 気 抵 抗 式 加 熱 エ レ メ ン ト を 包 含 す る
ヒ ー タ に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 ひ と つ 又 は 複 数 の 放 射 電 気 抵
抗 式 加 熱 エ レ メ ン ト に 代 え て 、 少 な く と も ひ と つ の 電 気 誘 導 式 加 熱 エ レ メ ン ト を 設 け る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 端 子 ブ ロ ッ ク ２ ２ は 、 ひ と つ 又 は 複 数 の 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ を 電 源 ２ ４ に リ ー ド 線 ２ ６
及 び 制 御 装 置 ２ ８ を 介 し て 接 続 す る た め に 、 ヒ ー タ １ ２ の 縁 区 域 に 設 け ら れ て い る 。 制 御
装 置 ２ ８ は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ － ベ ー ス ド 制 御 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 調 理 器 具 ８ は ひ と つ 又 は 複 数 の 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ に よ り 加 熱 さ れ 、 そ の 温 度 は 、 調 理
板 ４ の 下 面 １ ０ に 接 触 し て 配 設 さ れ て い る 、 後 で 詳 細 に 述 べ る 温 度 検 出 装 置 ３ ０ に よ り 監
視 さ れ て い る 。 特 に 、 こ の 温 度 検 出 装 置 ３ ０ は 、 例 え ば 調 理 器 具 ８ 内 に 発 生 す る 沸 騰 － 乾
燥 現 象 か ら 生 じ る 、 調 理 板 ４ を 通 し て の 調 理 器 具 ８ の 温 度 の 小 さ な 増 加 を 測 定 す る よ う に
工 夫 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ を 参 照 す る に 、 温 度 検 出 装 置 ３ ０ は 例 え ば セ ラ ミ ッ ク 又 は 他 の 電 気 絶
縁 材 料 の 実 質 的 に 平 ら な 薄 く て 細 長 い 基 板 ３ ２ を 包 含 す る 。 こ の 基 板 ３ ２ は 上 面 ３ ４ を 有
し 、 こ の 上 面 の 第 １ の 端 区 域 ３ ６ に は 、 フ ィ ル ム の 形 で 適 当 な 白 金 か ら 成 る 温 度 感 知 性 電
気 抵 抗 素 子 ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 抵 抗 素 子 ３ ８ は 、 他 の 付 着 技 術 を 適 用 す る こ と が
で き る け れ ど も 、 基 板 ３ ２ の 上 面 ３ ４ に 薄 膜 印 刷 技 術 に よ り 付 着 さ れ て い る 。 セ ラ ミ ッ ク
の 基 板 ３ ２ は 、 適 当 に は 約 ０ ． ５ ｍ ｍ と 約 １ ｍ ｍ と の 間 の 厚 さ を 有 し 、 ま た 適 当 に は ア ル
ミ ナ か ら 成 る 。 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 の た め の 適 当 な 電 気 抵 抗 値 は 、 ０ ℃ で 約 ５ ０ オ ー
ム と 約 １ ０ ０ ０ オ ー ム と の 間 、 好 適 に は 約 １ ０ ０ オ ー ム と 約 ５ ０ ０ オ ー ム と の 間 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 電 気 接 続 リ ー ド 線 ４ ０ ， ４ ２ も 、 ま た フ ィ ル ム の 形 で あ っ て 、 基 板 ３ ２ の 上 面 ３ ４ に 設
け ら れ 、 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら の 電 気 接 続 リ ー
ド 線 ４ ０ ， ４ ２ は 、 好 適 に は 、 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８ と 同 じ 又 は 類 似 の 材 料 か ら 成 り 、 基 板 ３
２ の 第 ２ の 端 区 域 ４ ８ に 設 け ら れ て い る 端 子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ に ま で 延 び て い る 。 こ れ ら
の 端 子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ は 、 実 質 的 に 、 電 気 接 続 リ ー ド 線 ４ ０ ， ４ ２ と 同 じ 又 は 類 似 の 材
料 か ら 成 り 、 若 し く は 例 え ば 金 の よ う な 異 な る 材 料 か ら 成 る こ と も で き る 。 そ し て 、 穴 ５
０ ， ５ ２ が 端 子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ 及 び 基 板 ３ ２ を そ れ ぞ れ 貫 通 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ビ ー ム と し て 配 設 さ れ て い る 細 長 い 支 持 部 材 ５ ４ は 、 ヒ ー タ ２ ０ の 周 囲 壁 １ ８ の 穴 又 は
く ぼ み 及 び 皿 様 支 持 体 １ ４ の リ ム を 横 切 っ て 、 ヒ ー タ １ ２ の 周 囲 区 域 か ら ヒ ー タ １ ２ を 少
な く と も 部 分 的 に 横 切 っ て 延 び て お り 、 こ の 支 持 部 材 ５ ４ の 第 １ の 端 ５ ６ が ヒ ー タ １ ２ の
周 囲 区 域 で こ の ヒ ー タ の 外 部 に 固 定 さ れ る と 共 に 、 こ の 支 持 部 材 ５ ４ の 第 ２ の 端 ５ ８ が ヒ
ー タ １ ２ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 支 持 部 材 ５ ４ は 、 適 当 に は 、 例 え ば ス テ ア タ イ ト 、 コ ー デ
ィ ュ ラ イ ト 又 は ア ル ミ ナ の よ う な セ ラ ミ ッ ク 材 料 か ら 成 り 、 細 長 い く ぼ み ６ ０ が 設 け ら れ
て い る 。 こ の く ぼ み ６ ０ 内 に は 、 基 板 ３ ２ が 受 け 入 れ ら れ て い る 。 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素
子 ３ ８ は 、 ヒ ー タ １ ２ 内 の 支 持 部 材 ５ ４ の 第 ２ の 端 ５ ８ に 又 は こ の 第 ２ の 端 の 近 く に 配 置
さ れ て い る 。 ま た 、 端 子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ は 支 持 部 材 ５ ４ の 第 １ の 端 ５ ６ で 、 ヒ ー タ １ ２
の 外 部 に 配 置 さ れ て お り 、 こ の 場 所 で こ れ ら の 端 子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ は 比 較 的 低 い 温 度 に
さ ら さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 熱 絶 縁 装 置 ６ ２ は 、 支 持 部 材 ５ ４ の く ぼ み ６ ０ 内 に 配 置 さ れ 、 支 持 部 材 ５ ４ と 基 板 ３ ２
の 下 面 ６ ４ 及 び 側 縁 ６ ６ ， ６ ８ と の 間 に 介 在 し て い る 。 こ の 熱 絶 縁 装 置 ６ ２ は 、 好 適 に は
、 微 孔 性 熱 絶 縁 材 料 の 薄 い 層 か ら 成 る 、 こ の 薄 い 層 は 、 好 適 に は 、 １ ｍ ｍ と ４ ｍ ｍ と の 間
、 好 適 に は ２ ｍ ｍ と ３ ｍ ｍ と の 間 の 厚 さ で あ る 。 選 択 的 に 、 こ の 熱 絶 縁 装 置 ６ ２ は 例 え ば
バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 又 は ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム の よ う な 粉 状 熱 絶 縁 材 料 か ら 成 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 基 板 ３ ２ 及 び 熱 絶 縁 装 置 ６ ２ は 支 持 部 材 ５ ４ の く ぼ み ６ ０ 内 に プ レ ス 成 形 す る こ と が で
き 、 こ れ に よ り 、 基 板 ３ ２ の 上 面 ３ ４ は 支 持 部 材 ５ ４ の 上 面 と 実 質 的 に 平 ら に さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 電 気 絶 縁 又 は パ シ ベ ー シ ョ ン 層 ７ ０ を セ ラ ミ ッ ク 基 板 ３ ２ の 上 面 ３ ４ に 設 け る こ と が で
き 、 こ の パ シ ベ ー シ ョ ン 層 ７ ０ は 少 な く と も 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８ の 上 に 横 た わ る
。 こ の パ シ ベ ー シ ョ ン 層 は 、 ま た 、 改 良 し た 摩 耗 抵 抗 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 穴 ７ ２ ， ７ ４ が 、 支 持 部 材 ５ ４ の 第 １ の 端 ５ ６ で 、 こ の 支 持 部 材 を 貫 通 し て 設 け ら れ て
い る 。 こ れ ら の 穴 ７ ２ ， ７ ４ は 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 ３ ２ の 穴 ５ ０ ， ５ ２ と 整 合 さ せ ら れ 、 端
子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ を 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ， ８ ２ に 電 気 的 に 接 続 す る た め に 、 ま た セ ラ
ミ ッ ク 基 板 ３ ２ を 支 持 板 ５ ４ に 機 械 的 に 固 定 す る た め に 、 適 当 に は ボ ル ト 、 ピ ン 又 は リ ベ
ッ ト か ら 成 る 電 気 接 続 部 材 ７ ６ ， ７ ８ を 受 け 入 れ る よ う に 配 設 さ れ て い る 。 端 子 タ ブ 又 は
ピ ン ８ ０ ， ８ ２ は 、 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８ を 制 御 装 置 ２ ８ に リ ー ド 線 ８ ４ ， ８ ６ の
手 段 に よ り 電 気 的 に 接 続 す る た め に 配 設 さ れ て い る 。 電 気 接 続 部 材 ７ ６ ， ７ ８ が ボ ル ト か
ら 成 る と き に は 、 こ れ ら の ボ ル ト は 適 当 に は 銀 又 は ニ ッ ケ ル で メ ッ キ し た 黄 銅 か ら 成 る 。
電 気 接 続 部 材 ７ ６ ， ７ ８ が リ ベ ッ ト か ら 成 る と き に は 、 こ れ ら の リ ベ ッ ト は 適 当 に は 金 で
メ ッ キ し た 銅 か ら 成 る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ， ８ ２ は 、 支 持 部 材 ５ ４ の 第 １ の 端 ５ ６ で 、 こ の 支 持 部 材 ５ ４ の
下 面 か ら 横 に 延 び る よ う に 配 設 さ れ 、 こ れ に よ り 、 適 当 な 隙 間 が 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ，
８ ２ と 調 理 板 ４ の 下 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 金 属 製 の 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト ９ ０ が 、 温 度 検 出 装 置 の た め に 設 け ら れ て い る 。 こ の 取 付 け
ブ ラ ケ ッ ト ９ ０ は 、 適 当 に は 、 ス テ ン レ ス 鋼 か ら 成 り 、 支 持 部 材 ５ ４ の 第 １ の 端 ５ ６ の 一
部 分 ９ ６ に し っ か り と 係 合 す る ク リ ッ プ 装 置 ９ ４ を 設 け ら れ て い る 第 １ の 部 分 ９ ２ を 有 す
る 。 こ の 係 合 部 分 ９ ６ は 、 適 当 に は 、 支 持 部 材 ５ ４ の く ぼ み 又 は リ ベ ー ト と し て 設 け ら れ
て い る 。 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト ９ ０ は 第 ２ の 部 分 ９ ８ を 有 し 、 こ の 第 ２ の 部 分 ９ ８ は 取 付 け ブ
ラ ケ ッ ト ９ ０ の 第 ２ の 部 分 ９ ８ の 穴 １ ０ ２ を 通 過 す る ね じ 切 り 固 定 具 １ ０ ０ の 手 段 に よ り
ヒ ー タ １ ２ の 皿 様 支 持 体 １ ４ の リ ム に 固 定 さ れ る 。 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト ９ ０ は 、 金 属 の 単 一
の ベ ン ト シ ー ト 又 は ス ト リ ッ プ か ら 片 持 ち ば り の 形 に 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 支 持 部 材 ５
４ の 第 ２ の 端 ５ ８ は 調 理 板 ４ の 下 面 １ ０ に 向 か っ て ば ね 偏 倚 さ れ て い る 。 こ の 方 法 に よ り
、 温 度 検 出 装 置 ３ ０ の 上 面 は 調 理 板 ４ の 下 面 １ ０ に 実 質 的 に 接 触 し て 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 支 持 部 材 ５ ４ の 外 側 下 面 ８ ８ に は 、 ひ と つ 又 は 複 数 の 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ か ら の 投 射 熱
放 射 を 反 射 せ し め る た め の 熱 放 射 反 射 材 料 の 層 １ ０ ４ を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た 温 度 検 出 装 置 ３ ０ は 、 コ ン パ ク ト で 感 知 性 が あ り 、 熱 絶 縁 装 置
は そ の 中 に 完 全 に 保 護 さ れ て い る 。 電 熱 装 置 ２ に お い て 、 ヒ ー タ １ ２ の 作 動 の た め に 選 択
さ れ た 設 定 温 度 値 の 変 動 か ら 生 じ る 熱 “ ノ イ ズ ” か ら の 干 渋 の 問 題 な し に 、 例 え ば 調 理 器
具 ８ の 沸 騰 － 乾 燥 現 象 か ら 生 じ る 調 理 板 ４ 及 び 調 理 器 具 ８ の 温 度 の 小 さ な 増 加 を 監 視 す る
こ と が で き る 。 温 度 検 出 装 置 ３ ０ は 、 し た が っ て 、 例 え ば 沸 騰 － 乾 燥 現 象 が 発 生 し た と き
に 、 ひ と つ 又 は 複 数 の 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ を 不 作 動 と す る よ う に 、 制 御 装 置 と 協 働 し て 、
迅 速 か つ 有 効 に 作 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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　 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ は 温 度 検 出 装 置 ３ ０ の 他 の 実 施 例 を 示 し 、 こ の 温 度 検 出 装 置 は 下 記 の
点 を 除 い て 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ の 温 度 検 出 装 置 ３ ０ と 実 質 的 に 同 一 で あ る 。 第 １ に 、 細 長 い
支 持 部 材 ５ ４ に は 、 こ の 支 持 部 材 ５ ４ が ヒ ー タ １ ２ の 周 囲 壁 １ ８ の 穴 又 は く ぼ み を 横 切 っ
て い る 場 所 に お い て 支 持 部 材 ５ ４ の 下 面 ８ ８ を 横 切 っ て い る 横 く ぼ み １ ０ ６ が 設 け ら れ て
い る 。 周 囲 壁 １ ８ の 穴 又 は く ぼ み は 、 こ れ に よ り 、 最 小 と す る こ と が で き 、 し た が っ て 周
囲 壁 １ ８ の 最 大 可 能 深 さ が 維 持 さ れ る こ と を 保 証 す る 。 こ の 構 成 に お い て は 、 熱 絶 縁 装 置
６ ２ に 、 横 く ぼ み １ ０ ６ の 上 に 横 た わ る 厚 さ の 減 少 し た 区 域 １ ０ ８ を 設 け る こ と 必 要 と さ
れ る 。 第 ２ に 、 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ， ８ ２ が 支 持 部 材 ５ ４ の 第 １ の 端 ５ ６ で 、 横 方 向 で
は な く て 長 手 方 向 に 延 び て い る よ う に 配 設 さ れ て い る 。 端 子 パ ッ ド 又 は ピ ン の こ の 配 設 は
、 勿 論 、 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ の 実 施 例 に お い て 選 択 的 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ は 温 度 検 出 装 置 ３ ０ の 更 に 他 の 実 施 例 を 示 し 、 こ の 実 施 例 は 図 ４ Ａ 及
び 図 ４ Ｂ の 実 施 例 の 変 形 例 で あ る 。 こ の 変 形 例 に お い て 、 熱 絶 縁 装 置 ６ ２ は 、 実 質 的 に 、
温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８ が 配 設 さ れ て い る 区 域 の み に 設 け ら れ て い る 。 温 度 検 出 装 置
の 作 動 効 率 を 維 持 す る た め に （ そ の 結 果 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 ３ ２ に 沿 う 熱 伝 導 作 用 が 最 少 又
は 減 少 さ れ る ） 、 電 気 接 続 リ ー ド 線 ４ ０ ， ４ ２ が 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８ か ら 延 び て
い る 区 域 の 付 近 に お い て 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 ３ ２ を 貫 通 し て 部 分 的 に 横 切 っ て い る ス ロ ッ ト
１ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 他 の ス ロ ッ ト １ １ ２ を 端 子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ の 近 く に 設
け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ， ８ ２ の 他 の 構 成 が 、 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ に 示 さ れ て い る 。 図 ５ Ａ
及 び 図 ５ Ｂ に お い て 、 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ， ８ ２ は 支 持 部 材 ５ ４ の 第 １ の 端 ５ ６ で 下 向
き に 延 び て い る 。 こ の 他 の 構 成 は 、 ま た 、 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ 実 施 例 に も 適 用 で き る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｅ は 温 度 検 出 装 置 ３ ０ の 更 に 他 の 実 施 例 を 示 し 、 こ の 温 度 検 出 装 置 は 下 記
の 点 を 除 い て 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ に 示 さ れ て い る 温 度 検 出 装 置 と 同 一 で あ る 。 す な わ ち 、 異
な る 形 の ば ね 偏 倚 型 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト ９ ０ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト ９ ０
は ロ ッ ド 様 又 は ビ ー ム 様 の 検 出 部 分 １ １ ６ を 有 す る 追 加 の 温 度 応 答 装 置 １ １ ４ を 支 持 す る
よ う に 工 夫 さ れ て い る 。 こ の 追 加 の 温 度 応 答 装 置 １ １ ４ は 、 ヒ ー タ １ ２ の 周 囲 区 域 か ら ヒ
ー タ １ ２ を 少 な く と も 部 分 的 に 横 切 っ て 、 細 長 い 支 持 部 材 ５ ４ の 下 に 延 び る よ う に さ れ 、
ひ と つ 又 は 複 数 の 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ と 調 理 板 ４ の 下 面 １ ０ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 、 ヒ
ー タ １ ２ の 空 所 １ １ ８ の 温 度 を 監 視 す る よ う に し て い る 。 こ の 温 度 応 答 装 置 １ １ ４ は 、 所
定 （ 可 変 ） の 温 度 で ひ と つ 又 は 複 数 の 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ を 不 作 動 と す る た め に 、 及 び ／
又 は 空 所 １ １ ８ の 温 度 を 所 定 の 範 囲 内 の 選 択 し た 設 定 点 に 制 御 す る た め に 、 接 続 リ ー ド 線
１ １ ９ （ 図 １ ） の 手 段 に よ り 、 制 御 装 置 ２ ８ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て 、 こ の 制 御 装 置 ２ ８ と
協 動 す る よ う に 配 設 す る こ と が で き る 。 こ の 温 度 応 答 装 置 １ １ ４ は 、 公 知 の 形 の 電 気 － 機
械 装 置 又 は 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 を 組 み 入 れ て い る 電 子 プ ロ ー ブ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｅ を よ り 詳 細 に 参 照 す る に 、 適 当 に は ス テ ン レ ス 鋼 の 金 属 製 の 取 付 け ブ ラ
ケ ッ ト ９ ０ は 上 方 部 品 を 形 成 す る 第 １ の 部 分 ９ ２ を 有 す る 。 こ の 第 １ の 部 分 ９ ２ は 、 細 長
い 支 持 部 材 ５ ４ に く ぼ み 又 は リ ベ ー ト と し て 設 け ら れ て い る 、 支 持 部 材 ５ ４ の 部 分 ９ ６ に
係 合 す る ク リ ッ プ ９ ４ の 手 段 に よ り 、 支 持 部 材 ５ ４ に 固 定 さ れ る 。 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト ９ ０
は 、 ま た 、 下 方 部 品 を 形 成 す る 第 ２ の 部 分 ９ ８ を 有 す る 。 こ の 第 ２ の 部 分 ９ ８ は 、 取 付 け
ブ ラ ケ ッ ト ９ ０ の 第 ２ の 部 分 ９ ８ の 穴 １ ０ ２ を 通 過 す る ね じ 切 り 固 定 具 １ ０ ０ の 手 段 に よ
り ヒ ー タ １ ２ の 皿 様 支 持 板 １ ４ の リ ム に 固 定 す る た め に 配 設 さ れ て い る 。 こ れ ら の 第 １ 及
び 第 ２ の 部 分 ９ ２ ， ９ ８ は 、 保 持 タ ブ １ ２ ０ 及 び ス ロ ッ ト １ ２ ２ の 手 段 に よ り 一 緒 に 組 み
立 て ら れ 、 そ の 結 果 、 実 質 的 に 垂 直 な 面 （ す な わ ち 、 ス ロ ッ ト １ ２ ２ の 面 に 対 し て 垂 直 な
面 ） に お け る 制 限 し た 相 対 的 移 動 が そ れ ら の 間 に 許 容 さ れ る 。 そ し て 、 リ ー フ ば ね 装 置 １
２ ４ （ コ イ ル ば ね 装 置 に 代 え る こ と が で き る ） が 、 相 対 的 に 移 動 可 能 な 第 １ 及 び 第 ２ の 部
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分 ９ ２ ， ９ ８ 間 に 設 け ら れ 、 細 長 い 支 持 部 材 ５ ４ を 調 理 板 ４ の 下 面 １ ０ に 向 か っ て 付 勢 す
る よ う に 作 用 す る 。 第 ２ の 部 分 ９ ８ に は 、 こ の 第 ２ の 部 分 を 貫 通 し て 互 い に 整 合 し た 穴 １
２ ６ ， １ ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の 穴 １ ２ ６ ， １ ２ ８ は 温 度 応 答 装 置 １ １ ４ の ロ ッ
ド 様 又 は ビ ー ム 様 の 部 分 １ １ ６ を 受 け 入 れ る た め の 穴 で あ り 、 こ の 部 分 １ １ ６ は こ れ ら の
穴 の 中 に ク リ ッ プ 装 置 １ ３ ０ に よ り 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ３ Ａ ～ 図 ３ Ｂ － 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｂ に 示 さ れ て い る よ う な 、 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８
の 電 気 的 接 続 の た め に 設 け ら れ て い る 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ， ８ ２ に 加 え て 、 第 ３ の 端 子
タ ブ 又 は ピ ン １ ３ ２ を 設 け る こ と が で き 、 こ の 第 ３ の タ ブ 又 は ピ ン １ ３ ２ は 例 え ば リ ベ ッ
ト １ ３ ４ の よ う な 手 段 に よ り 穴 １ ３ ３ を 通 し て 支 持 部 材 ５ ４ に 固 定 さ れ る 。 こ の 第 ３ の タ
ブ 又 は ピ ン １ ３ ２ は 、 温 度 応 答 装 置 １ １ ４ 及 び 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８ を 制 御 装 置 ２
８ に 簡 単 に 接 続 す る た め に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 再 び 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ を 参 照 す る に 、 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ， ８ ２ に 接 続 し た 電 気 接 続
部 材 ７ ６ ， ７ ８ を 受 け 入 れ る た め に 、 端 子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ 及 び 基 板 ３ ２ を 貫 通 す る 穴 ５
０ ， ５ ２ 及 び 支 持 部 材 ５ ４ を 貫 通 す る 穴 ７ ２ ， ７ ４ を 設 け る 代 わ り に 、 端 子 パ ッ ド ４ ４ ，
４ ６ は 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 高 温 は ん だ 付 け の 手 段 に よ り 、 又 は ろ う 付 け 若 し く は 溶
着 に よ り 、 こ れ ら の 端 子 パ ッ ド に 接 続 し た 外 部 リ ー ド 線 １ ３ ６ ， １ ３ ８ で も っ て 簡 単 に 配
設 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 接 続 は 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 ３ ２ を 支 持 部 材 ５ ４ の 端 を 越 え
て 延 び る よ う に 配 設 す る こ と に よ り 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 更 に 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 支 持 部 材 ５ ４ に 延 長 し た 長 さ の く ぼ み 又 は リ ベ ー ト ９ ６
を 設 け る こ と に よ り 、 図 ３ Ａ ～ 図 ３ Ｂ － 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｅ の 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト ９ ０ を 適 用 す
る こ と が で き 、 そ の 位 置 は 支 持 部 材 ５ ４ の 所 定 長 さ に 沿 っ て 必 要 に 応 じ て 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 以 上 述 べ た 温 度 検 出 装 置 は 、 ひ と つ 以 上 の 加 熱 区 域 、 例 え ば 分 割 壁 に よ り 分 離 さ れ て い
る 複 数 の 加 熱 区 域 を 有 す る ヒ ー タ に 用 い る こ と も で き る 。 こ の よ う な 場 合 に お い て は 、 ひ
と つ 以 上 の 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 を 基 板 に 設 け る こ と が で き 、 温 度 検 出 装 置 は 複 数 の 温
度 感 知 素 子 が 使 用 に お い て 異 な る 加 熱 区 域 に 分 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 温 度 検 出 装 置 が 設 け ら れ て い る 電 熱 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 電 熱 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 電 熱 装 置 に 使 用 す る た め の 本 発 明 の 温 度 検 出 装 置 の 一 実 施 例 の
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ａ の 温 度 検 出 装 置 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 電 熱 装 置 に 使 用 す る た め の 本 発 明 の 温 度 検 出 装 置 の 他 の 実 施 例
の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 ４ Ａ の 温 度 検 出 装 置 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 電 熱 装 置 に 使 用 す る た め の 本 発 明 の 温 度 検 出 装 置 の 更 に 他 の 実
施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 図 ５ Ａ の 温 度 検 出 装 置 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 電 熱 装 置 に 使 用 す る た め の 本 発 明 の 温 度 検 出 装 置 の 更 に 他 の 実
施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 図 ６ Ａ の 温 度 検 出 装 置 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｃ 】 図 ６ Ａ の 温 度 検 出 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｄ 】 図 ６ Ａ の 温 度 検 出 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｅ 】 図 ６ Ａ の 温 度 検 出 装 置 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 電 熱 装 置 に 使 用 す る た め の 本 発 明 の 温 度 検 出 装 置 の 更 に 他 の 実 施
例 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ７ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 11日 (2005.1.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 熱 装 置 用 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 薄 く て 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） と 、 支 持 部 材
（ ５ ４ ） と 、 熱 絶 縁 装 置 （ ６ ２ ） と を 包 含 し 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） が 、 フ ィ
ル ム の 形 の 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） が 設 け ら れ て い る 第 １ の 露 出 し た 表 面 （ ３ ４
） と 、 第 ２ の 表 面 （ ６ ４ ） と を 有 し 、 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） に は 電 気 接 続
リ ー ド 線 （ ４ ０ ， ４ ２ ） が 設 け ら れ 、 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） が 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （
３ ２ ） の 第 ２ の 表 面 （ ６ ４ ） を 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） と 並 置 し て こ の 基 板 （ ３ ２ ） を 受 け
入 れ る よ う に し た 第 １ の 表 面 を 有 し 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 （ ６ ２ ） が 、 少 な く と も 前 記 温 度 感
知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） が 設 け ら れ て い る 区 域 で 、 少 な く と も 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板
（ ３ ２ ） の 第 ２ の 表 面 （ ６ ４ ） と 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） と の 間 に 介 在 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） が そ の 第 １ の 表 面 に 設 け
た く ぼ み （ ６ ０ ） を 有 し 、 こ の く ぼ み が 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） と 前 記 熱 絶 縁 装
置 （ ６ ２ ） と を 受 け 入 れ る よ う に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 （ ６ ２ ） が 、 追 加 し て 、 前 記 く
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ぼ み （ ６ ０ ） 内 で あ っ て 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） と 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） の ひ と
つ 又 は そ れ 以 上 の 側 縁 （ ６ ６ ， ６ ８ ） と の 間 に 介 在 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 （ ６ ２ ）
が 微 孔 性 熱 絶 縁 材 料 及 び ／ 又 は 他 の 熱 絶 縁 材 料 の 薄 い 層 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検
出 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 他 の 熱 絶 縁 材 料 が バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 、 パ ー
ラ イ ト 、 ミ ネ ラ ル フ ァ イ バ ー 、 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 、 無 機 フ ォ ー ム 及 び そ れ ら の 混 合 物 か ら
選 択 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 （ ６ ２ ）
が 、 １ ｍ ｍ か ら １ ０ ｍ ｍ ま で の 厚 さ で 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） と 前 記 支 持 部 材 （
５ ４ ） と の 間 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 （ ６ ２ ） が 、 ２ ｍ ｍ か ら ４ ｍ ｍ
ま で の 厚 さ で 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） と 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） と の 間 に 設 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） が
セ ラ ミ ッ ク 材 料 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 セ ラ ミ ッ ク 材 料 が ス テ ア タ イ ト 、 コ ー デ ィ
エ ラ イ ト 及 び ア ル ミ ナ か ら 選 択 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） が
金 属 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 金 属 が ス テ ン レ ス 鋼 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基
板 （ ３ ２ ） が セ ラ ミ ッ ク 材 料 及 び 誘 電 コ ー テ ィ ン グ を 有 す る 金 属 材 料 か ら 選 択 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 セ ラ ミ ッ ク 材 料 が ８ ５ － ９ ９ 重 量 パ ー セ
ン ト の ア ル ミ ナ 、 ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 及 び 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム か ら 選 択 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基
板 （ ３ ２ ） が 約 ０ ． ２ ５ ｍ ｍ か ら 約 ３ ｍ ｍ ま で の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出
装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ４ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） が 約 ０ ． ５
ｍ ｍ か ら 約 １ ｍ ｍ ま で の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ）
が ビ ー ム と し て 配 設 さ れ て 電 熱 装 置 の ヒ ー タ （ １ ２ ） を 少 な く と も 部 分 的 に 横 切 る 細 長 い
形 で あ り 、 前 記 ビ ー ム が 前 記 ヒ ー タ の 周 囲 区 域 か ら 延 び る よ う に さ れ て い る こ と を 特 徴 と
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す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ６ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 細 長 い 形 の 支 持 部 材 （ ５ ４ ） が 、 前 記 ヒ
ー タ （ １ ２ ） の 周 囲 区 域 に 固 定 さ れ る よ う に し た 第 １ の 端 （ ５ ６ ） と 、 前 記 ヒ ー タ （ １ ２
） 内 に あ る よ う に し た 第 ２ の 端 （ ５ ８ ） と を 有 し 、 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ）
が 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 ２ の 端 （ ５ ８ ） に 又 は こ の 第 ２ の 端 （ ５ ８ ） の 近 く に 配 設 さ
れ 、 前 記 電 気 接 続 リ ー ト 線 （ ４ ０ ， ４ ２ ） が 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） か ら 前
記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 １ の 端 （ ５ ６ ） に ま で 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置
。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ６ 又 は １ ７ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） が
、 細 長 い 形 で あ っ て 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） に 沿 っ て 延 び て い る と 共 に 、 そ の 第 １
の 端 の 区 域 （ ３ ６ ） に 配 設 さ れ て い る 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） を 有 し 、 前 記
電 気 接 続 リ ー ド 線 （ ４ ０ ， ４ ２ ） が 、 前 記 基 板 （ ３ ２ ） 上 に フ ィ ル ム の 形 で 設 け ら れ て 、
前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 １ の 端 （ ５ ６ ） に 配 設 さ れ て い る 、 前 記 基 板 （ ３ ２ ） の 第 ２ の
端 区 域 （ ４ ８ ） に ま で 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ８ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 フ ィ ル ム の 形 の 電 気 接 続 リ ー ド 線 （ ４ ０
， ４ ２ ） が 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） と 実 質 的 に 同 じ 又 は 類 似 す る 材 料 か ら 成
る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ８ 又 は １ ９ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 フ ィ ル ム の 形 の 電 気 接 続 リ ー ド
線 （ ４ ０ ， ４ ２ ） の た め の 電 気 端 子 装 置 （ ４ ４ ， ４ ６ ） が 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３
２ ） の 第 ２ の 端 区 域 （ ４ ８ ） に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 電 気 端 子 装 置 （ ４ ４ ， ４ ６ ） が 導 電 性 パ
ッ ド か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 ２ １ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 導 電 性 パ ッ ド （ ４ ４ ， ４ ６ ） が 前 記 電 気
接 続 リ ー ド 線 （ ４ ０ ， ４ ２ ） と 実 質 的 に 同 じ 又 は 類 似 す る 材 料 、 若 し く は 異 な る 材 料 か ら
成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 ２ ２ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 異 な る 材 料 が 金 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す
る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 ２ ０ ～ ２ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 外 部 接 続 リ ー ド 線 （
１ ３ ６ ， １ ３ ８ ） が 前 記 電 気 端 子 装 置 （ ４ ４ ， ４ ６ ） に 接 続 さ れ て 配 設 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 ２ ４ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 外 部 接 続 リ ー ド 線 （ １ ３ ６ ， １ ３ ８ ） が
前 記 電 気 端 子 装 置 （ ４ ４ ， ４ ６ ） に は ん だ 付 け 、 ろ う 付 け 又 は 溶 着 に よ り 接 続 さ れ て 配 設
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 請 求 項 ２ １ ～ ２ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 電 気 接 続 部 材 （ ７ ６
， ７ ８ ） を 受 け 入 れ る た め の 穴 （ ５ ０ ， ５ ２ ） が 、 前 記 導 電 性 パ ッ ド （ ４ ４ ， ４ ６ ） 及 び
前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） を そ れ ぞ れ 貫 通 し て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温
度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 請 求 項 ２ ６ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 電 気 接 続 部 材 （ ７ ６ ， ７ ８ ） が 、 外 部 回
路 （ ８ ４ ， ８ ６ ） へ の 接 続 の た め に こ れ ら の 電 気 接 続 部 材 と 関 連 し た 導 電 性 端 子 タ ブ 又 は
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ピ ン （ ８ ０ ， ８ ２ ） を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 請 求 項 ２ ６ 又 は ２ ７ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 他 の 穴 （ ７ ２ ， ７ ４ ） が ま た 前 記 支
持 部 材 （ ５ ４ ） を 貫 通 し て 設 け ら れ て 前 記 電 気 接 続 部 材 （ ７ ６ ， ７ ８ ） を 受 け 入 れ 、 こ れ
に よ り 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） が 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） に 固 定 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 請 求 項 ２ ６ ～ ２ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 電 気 接 続 部 材 （
７ ６ ， ７ ８ ） が ボ ル ト 、 ピ ン 又 は リ べ ッ ト か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 請 求 項 ２ ９ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 ボ ル ト （ ７ ６ ， ７ ８ ） が 金 、 銀 、 又 は ニ
ッ ケ ル で メ ッ キ さ れ た 黄 銅 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 請 求 項 ２ ９ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 リ ベ ッ ト （ ７ ６ ， ７ ８ ） が 金 、 銀 又 は ニ
ッ ケ ル で メ ッ キ さ れ た 黄 銅 又 は 銅 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 請 求 項 １ ８ ～ ３ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 （ ６
２ ） が 、 前 記 細 長 い 実 質 的 に 平 ら な 基 板 （ ３ ２ ） の 実 質 的 に 全 体 の 長 さ わ た っ て 、 又 は 実
質 的 に 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） が 設 け ら れ て い る 、 前 記 基 板 （ ３ ２ ） の 区 域
の み で 、 前 記 基 板 （ ３ ２ ） と 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ） と の 間 に 介 在 し て 設 け ら れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 請 求 項 ３ ２ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 （ ６ ２ ） が 、 実 質 的 に 前 記 温
度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） が 設 け ら れ て い る 前 記 区 域 の み に 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 請 求 項 ３ ２ 又 は ３ ３ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 少 な く と も ひ と つ の ス ロ ッ ト 装 置 （
１ １ ０ ， １ １ ２ ） が 前 記 基 板 （ ３ ２ ） を 貫 通 し て か つ 前 記 基 板 を 部 分 的 に 横 切 っ て 延 び る
よ う に し て 設 け ら れ 、 こ れ に よ り 前 記 基 板 に 沿 う 熱 伝 導 が 減 少 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 温
度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 金 属 製 の 取 付 け ブ ラ ケ
ッ ト （ ９ ０ ） が 設 け ら れ 、 こ の 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト が 、 電 熱 装 置 の ヒ ー タ （ １ ２ ） の 外 部 に
固 定 す る よ う に し た 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 １ の 端 （ ５ ６ ） に 固 定 さ れ る 第 １ の
部 分 （ ９ ２ ） と 、 前 記 ヒ ー タ の 外 側 区 域 に 固 定 す る た め の 第 ２ の 部 分 （ ９ ８ ） と を 有 し て
い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 請 求 項 ３ ５ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト （ ９ ０ ） の 第 ２ の 部 分
（ ９ ８ ） が 前 記 ヒ ー タ （ １ ２ ） の 周 囲 壁 （ １ ８ ） で の 外 側 区 域 に 固 定 さ れ る よ う に し た こ
と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 請 求 項 ３ ５ 又 は ３ ６ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト （ ９ ０ ） の 第
１ の 部 分 （ ９ ２ ） が 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 １ の 端 （ ５ ６ ） の 部 分 に 係 合 す る ク
リ ッ プ 装 置 （ ９ ４ ） で も っ て 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 請 求 項 ３ ７ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 １ の 端 （ ５
６ ） の 係 合 部 分 が 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の く ぼ み 又 は リ ベ ー ト と し て 設 け ら れ て い る こ と を
特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 請 求 項 ３ ８ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 く ぼ み 又 は リ ベ ー ト が 前 記 取 付 け ブ ラ ケ
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ッ ト （ ９ ０ ） の 第 １ 部 分 （ ９ ２ ） で 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） を 長 手 方 向 に 調 節 で き る
よ う な 大 き さ と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 請 求 項 ３ ５ ～ ３ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ
ト （ ９ ０ ） が 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） を 電 熱 装 置 の 調 理 板 （ ４ ） の 下 面 に 向 か っ て 偏
倚 せ し め る よ う に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 請 求 項 ４ ０ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト （ ９ ０ ） が 、 片 持 ち ば
り の 形 で あ っ て 、 金 属 の 単 一 の シ ー ト 又 は ス ト リ ッ プ か ら 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 前 記 ヒ
ー タ （ １ ２ ） に 取 り 付 け ら れ た と き に は 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 ２ の 端 （ ５ ８
） が 前 記 調 理 板 （ ４ ） の 下 面 に 向 か っ て 上 向 き に 偏 倚 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検
出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 請 求 項 ４ １ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト （ ９ ０ ） が そ れ ぞ れ 上
方 部 品 及 び 下 方 部 品 を 形 成 す る よ う に 分 離 し て 形 成 さ れ た 第 １ の 部 分 （ ９ ２ ） 及 び 第 ２ の
部 分 （ ９ ８ ） を 有 し 、 こ れ ら の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 （ ９ ２ ， ９ ８ ） は 実 質 的 に 垂 直 な 面 に
お け る 制 限 し た 相 対 的 移 動 が そ れ ら の 間 で で き る よ う に 一 緒 に 組 み 立 て ら れ 、 ま た ば ね 装
置 （ １ ２ ４ ） が 相 対 的 に 移 動 可 能 な 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 （ ９ ２ ， ９ ８ ） 間 に 設 け ら れ
て 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） を 前 記 調 理 板 （ ４ ） の 下 面 に 向 か っ て 偏 倚 せ し め る よ う に
作 用 す る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 請 求 項 ４ ２ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 ば ね 装 置 （ １ ２ ４ ） が コ イ ル ば ね 又 は リ
ー フ ば ね の 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 請 求 項 ３ ５ ～ ４ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ
ト （ ９ ０ ） が ス テ ン レ ス 鋼 、 メ ッ キ さ れ た 軟 鋼 又 は 耐 高 温 性 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 成 る こ
と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 ロ ッ ド 様 又 は ビ ー ム 様
の 部 分 を 有 す る 温 度 応 答 装 置 （ １ １ ４ ） が 追 加 し て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度
検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 請 求 項 ４ ５ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 温 度 応 答 装 置 （ １ １ ４ ） は 、 そ の ロ ッ ド
様 又 は ビ ー ム 様 の 部 分 が 温 度 検 出 装 置 の 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 下 に 実 質 的 に 横 た
わ る 位 置 に あ る よ う に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 請 求 項 ３ ５ ～ ４ ４ の い ず れ か 一 項 に 従 属 す る 請 求 項 ４ ６ 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、
前 記 温 度 応 答 装 置 （ １ １ ４ ） が 温 度 検 出 装 置 の 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の た め に 設 け
た 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト （ ９ ０ ） を 共 用 し て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 部 材 （ ５ ４ ）
が 、 熱 放 射 反 射 材 料 の 層 （ １ ０ ４ ） が 設 け ら れ て い る 第 ２ の 表 面 （ ８ ８ ） を 有 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵
抗 素 子 （ ３ ８ ） が 白 金 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 電 熱 装 置 に お い て 、 調 理 板 （ ４ ） と 、 電 気 ヒ ー タ （ １ ２ ） と 、 請 求 項 １ ～ ４ ９ の い ず れ
か 一 項 に 記 載 の 温 度 検 出 装 置 （ ３ ０ ） と を 包 含 し 、 前 記 調 理 板 （ ４ ） が 調 理 器 具 （ ８ ） を
受 け る 上 面 （ ６ ） と 下 面 （ １ ０ ） と を 有 し 、 前 記 電 気 ヒ ー タ （ １ ２ ） が 少 な く と も ひ と つ
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の 電 気 加 熱 エ レ メ ン ト （ １ ２ ） を 組 み 入 れ て い る と 共 に 前 記 調 理 板 の 下 面 に 接 触 し て 支 持
さ れ 、 前 記 温 度 検 出 装 置 （ ３ ０ ） が 電 熱 装 置 （ ２ ） の 中 で あ っ て 前 記 少 な く と も ひ と つ の
電 気 加 熱 エ レ メ ン ト の 上 方 に 間 隔 を 置 く と 共 に 前 記 調 理 板 の 下 面 に 接 触 し て 配 設 さ れ 、 前
記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 （ ３ ８ ） が 前 記 調 理 板 の 下 面 と 対 面 し て い る こ と を 特 徴 と す る
電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 請 求 項 ５ ０ 記 載 の 電 熱 装 置 に お い て 、 前 記 調 理 板 （ ４ ） が ガ ラ ス － セ ラ ミ ッ ク 材 料 か ら
成 る こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 請 求 項 ５ ０ 又 は ５ １ 記 載 の 電 熱 装 置 に お い て 、 前 記 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） が 前 記
電 気 ヒ ー タ （ １ ２ ） の 周 囲 壁 （ １ ８ ） に 設 け ら れ て い る 穴 又 は く ぼ み を 横 切 り 、 こ れ に よ
り 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） の 第 １ の 端 （ ５ ６ ） が 前 記 電 気 ヒ ー タ の 外 側 に 配 設 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 請 求 項 ５ ２ 記 載 の 電 熱 装 置 に お い て 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） が 前 記 電 気 ヒ ー タ の
周 囲 壁 （ １ ８ ） の 穴 又 は く ぼ み を 横 切 る 位 置 で 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の 下 面 を 横 切 っ て 延
び て い る 横 く ぼ み が 前 記 細 長 い 支 持 部 材 に 設 け ら れ 、 こ れ に よ り 前 記 周 囲 壁 の 穴 又 は く ぼ
み の 大 き さ を 最 小 に で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 請 求 項 ５ ２ 又 は ５ ３ 記 載 の 電 熱 装 置 に お い て 、 前 記 周 囲 壁 （ １ ８ ） が 熱 絶 縁 材 料 か ら 成
る か 又 は 熱 絶 縁 材 料 を 含 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 請 求 項 ５ ２ ～ ５ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 熱 装 置 に お い て 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板
（ ３ ２ ） も 、 ま た 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 （ ５ ４ ） 上 で 、 前 記 電 気 ヒ ー タ （ １ ２ ） の 周 囲 壁
（ １ ８ ） に 設 け ら れ て い る 穴 又 は く ぼ み を 横 切 り 、 こ れ に よ り 前 記 基 板 の 第 ２ の 端 区 域 （
４ ８ ） が 前 記 電 気 ヒ ー タ の 外 側 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 請 求 項 ５ ０ ～ ５ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 熱 装 置 に お い て 、 前 記 少 な く と も ひ と つ の
電 気 加 熱 エ レ メ ン ト （ ２ ０ ） が 放 射 電 気 抵 抗 加 熱 エ レ メ ン ト 又 は 電 気 誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト
か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 調 理 設 備 に お い て 電 熱 装 置 （ 電 気 加 熱 装 置 ） と 一 緒 に 用 い る た め の 温 度 検 出
装 置 に 関 す る 。 こ の よ う な 電 熱 装 置 に お い て は 、 例 え ば ガ ラ ス － セ ラ ミ ッ ク 材 料 の 調 理 板
が 調 理 容 器 を 受 け る 上 面 と 下 面 と を 有 し 、 少 な く と も ひ と つ の 電 気 加 熱 エ レ メ ン ト を 組 み
入 れ て い る 電 気 ヒ ー タ が 調 理 板 の 下 面 に 接 触 し て 支 持 さ れ て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 調 理 設 備 用 の 電 熱 装 置 で あ っ て 、 そ の 温 度 検 出 装 置 が 、 ガ ラ ス － セ ラ ミ ッ ク 製 の 調 理 板
の 下 に 配 設 さ れ て 、 こ の 調 理 板 の 温 度 を 監 視 し 、 調 理 板 へ の 熱 損 傷 を 防 止 す る た め に 特 定
の 温 度 に 達 し た と き に は 調 理 板 の 下 の ヒ ー タ 内 の ひ と つ 又 は そ れ 以 上 の 加 熱 エ レ メ ン ト を
不 作 動 に す る よ う に 作 動 す る 電 熱 装 置 を 提 供 す る こ と は 、 よ く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 調 理 板 の 上 面 に 置 か れ た 、 例 え ば 平 な べ の よ う な 調 理 器 具 の 温 度 を 、 調 理 板 の 下 に 配 設
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さ れ て い る 温 度 検 出 装 置 を 使 用 し て 検 出 す る 必 要 が 存 在 す る 。 そ し て 、 次 の よ う な 問 題 、
す な わ ち 、 例 え ば 沸 騰 － 乾 燥 現 象 が 調 理 器 具 内 に 発 生 し た と き に 、 温 度 検 出 装 置 の 上 に 横
た わ っ て い る 調 理 板 に 生 じ る 温 度 の 小 さ な 変 化 を 測 定 で き る よ う に す る こ と が 要 求 さ れ る
こ と に 出 会 う 。 し た が っ て 、 良 好 な 熱 連 結 が 温 度 検 出 装 置 と 調 理 板 と の 間 に 要 求 さ れ る 。
し か し な が ら 、 温 度 検 出 装 置 は 、 ま た 、 そ の 下 に 横 た わ っ て い る ヒ ー タ 内 の ひ と つ 又 は そ
れ 以 上 の 加 熱 エ レ メ ン ト か ら の 熱 放 射 を 直 接 受 け 、 こ れ は 、 温 度 検 出 装 置 が 沸 騰 － 乾 燥 現
象 、 又 は 調 理 板 の 温 度 の 小 さ な 変 化 を 監 視 さ れ る こ と が 要 求 さ れ る 他 の 現 象 と 関 連 す る 調
理 板 の 温 度 の 小 さ な 変 化 を 区 別 す る こ と を 非 常 に 困 難 に す る こ と を 生 じ せ し め る 。 更 に 、
ヒ ー タ の 制 御 し た 設 定 温 度 値 の 変 動 か ら 生 じ る 熱 “ ノ イ ズ ” が 、 調 理 板 の 温 度 の 小 さ な 変
化 の 測 定 に 干 渋 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 次 に 述 べ る よ う な 構 成 に よ り 、 い わ ゆ る “ ク ー ル パ ッ チ （ cool patch） ” と 称 さ れ て い
る ガ ラ ス － セ ラ ミ ッ ク 製 の 調 理 板 を 加 熱 区 域 内 に 提 供 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 す な わ ち
、 こ の 構 成 に お い て は 、 熱 絶 縁 囲 い に よ り 囲 繞 さ れ て い る 個 別 の 温 度 検 出 装 置 が 、 調 理 板
の 下 面 の 区 域 に 対 し て 直 接 に 付 勢 さ れ 、 調 理 板 の 上 に 横 た わ っ て い る 調 理 器 具 が 加 熱 区 域
に お い て 調 理 板 に 熱 の 戻 し を 誘 導 す る こ と に よ り 生 じ る 調 理 板 の 温 度 の 変 化 を 検 出 す る 。
こ の よ う な 個 別 の 温 度 検 出 装 置 は 、 毛 管 又 は 電 気 機 械 の 形 、 若 し く は 白 金 抵 抗 温 度 検 出 器
の 形 で 設 け ら れ 、 調 理 板 の 下 面 に 対 し て 例 え ば ば ね 荷 重 装 置 に よ り 付 勢 さ れ る 。 し か し な
が ら 、 こ の よ う な 構 成 は 、 か さ ば り 、 実 施 す る に は 高 価 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 こ の 問 題 を 除 去 又 は 最 小 に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 電 熱 装 置 用 の 温 度 検 出 装 置 に お い て 、 薄 く て 実 質 的 に 平 ら な
基 板 と 、 支 持 部 材 と 、 熱 絶 縁 装 置 と を 包 含 し 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 が 、 フ ィ ル ム の 形
の 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 が 設 け ら れ て い る 第 １ の 露 出 し た 表 面 と 、 第 ２ の 表 面 と を 有 し
、 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 に は 電 気 接 続 リ ー ド 線 が 設 け ら れ 、 前 記 支 持 部 材 が 前 記 実
質 的 に 平 ら な 基 板 の 第 ２ の 表 面 を 前 記 支 持 部 材 と 並 置 し て こ の 基 板 を 受 け 入 れ る よ う に し
た 第 １ の 表 面 を 有 し 、 前 記 熱 絶 縁 装 置 が 、 少 な く と も 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 が 設 け
ら れ て い る 区 域 で 、 少 な く と も 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 の 第 ２ の 表 面 と 前 記 支 持 部 材 と の
間 に 介 在 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 温 度 検 出 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 支 持 部 材 は 、 そ の 第 １ の 表 面 に 設 け た く ぼ み を 有 す る こ と が で き 、 こ の く ぼ み は 前
記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 と 前 記 熱 絶 縁 装 置 と を 受 け 入 れ る よ う に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 熱 絶 縁 装 置 は 、 追 加 し て 、 前 記 く ぼ み 内 で あ っ て 前 記 支 持 部 材 と 前 記 実 質 的 に 平 ら
な 基 板 の ひ と つ 又 は そ れ 以 上 の 側 縁 と の 間 に 介 在 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 熱 絶 縁 装 置 は 、 微 孔 性 熱 絶 縁 材 料 及 び ／ 又 は 他 の 熱 絶 縁 材 料 の 薄 い 層 か ら 成 る こ と
が で き る 。 前 記 他 の 熱 絶 縁 材 料 は 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 、 パ ー ラ イ ト 、 ミ ネ ラ ル フ ァ イ バ ー
、 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 、 無 機 フ ォ ー ム 及 び そ れ ら の 混 合 物 か ら 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 熱 絶 縁 装 置 は 、 １ ｍ ｍ か ら １ ０ ｍ ｍ ま で 、 好 適 に は ２ ｍ ｍ か ら ４ ｍ ｍ ま で の 厚 さ で
、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 と 前 記 支 持 部 材 と の 間 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 支 持 部 材 は 、 セ ラ ミ ッ ク 材 料 、 例 え ば ス テ ア タ イ ト 、 コ ー デ ィ エ ラ イ ト 又 は ア ル ミ
ナ か ら 成 る こ と が で き る 。 選 択 的 に 、 前 記 支 持 部 材 は 金 属 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 か ら 作 る
こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 は 、 セ ラ ミ ッ ク 材 料 、 例 え ば ８ ５ － ９ ９ 重 量 パ ー セ ン ト の ア ル
ミ ナ 、 ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 及 び 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 及 び 誘 導 コ ー テ ィ ン グ を 有 す る 金 属 材 料
か ら 選 択 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 は 、 約 ０ ． ２ ５ ｍ ｍ か ら 約 ３
ｍ ｍ ま で 、 好 適 に は 約 ０ ． ５ ｍ ｍ か ら 約 １ ｍ ｍ ま で の 厚 さ を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 支 持 部 材 は 、 ビ ー ム と し て 配 設 さ れ て 電 熱 装 置 の ヒ ー タ を 少 な く と も 部 分 的 に 横 切
る 細 長 い 形 と す る こ と が で き 、 前 記 ビ ー ム は 前 記 ヒ ー タ の 周 囲 区 域 か ら 延 び る よ う に さ れ
る 。 前 記 細 長 い 形 の 支 持 部 材 は 、 前 記 ヒ ー タ の 周 囲 区 域 に 固 定 さ れ る よ う に し た 第 １ の 端
と 、 前 記 ヒ ー タ 内 に あ る よ う に し た 第 ２ の 端 と を 有 す る こ と が で き 、 前 記 温 度 感 知 性 電 気
抵 抗 素 子 は 前 記 支 持 部 材 の 第 ２ の 端 に 又 は こ の 第 ２ の 端 の 近 く に 配 設 さ れ 、 前 記 電 気 接 続
リ ー ト 線 は 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 か ら 前 記 支 持 部 材 の 第 １ の 端 に ま で 延 び る よ う に
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 は 、 細 長 い 形 で あ っ て 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 に 沿 っ て 延 び て い
る と 共 に 、 そ の 第 １ の 端 の 区 域 に 配 設 さ れ て い る 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 を 有 す る こ
と が で き 、 前 記 電 気 接 続 リ ー ド 線 は 、 前 記 基 板 上 に フ ィ ル ム の 形 で 設 け ら れ て 、 前 記 支 持
部 材 の 第 １ の 端 に 配 設 さ れ て い る 、 前 記 基 板 の 第 ２ の 端 区 域 に ま で 延 び る よ う に さ れ る 。
前 記 フ ィ ル ム の 形 の 電 気 接 続 リ ー ド 線 は 、 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 と 実 質 的 に 同 じ 又
は 類 似 す る 材 料 か ら 成 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 フ ィ ル ム の 形 の 電 気 接 続 リ ー ド 線 の た め の 電 気 端 子 装 置 を 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基
板 の 第 ２ の 端 区 域 に 設 け る こ と が で き る 。 前 記 電 気 端 子 装 置 は 、 導 電 性 パ ッ ド か ら 成 る こ
と が で き る 。 前 記 導 電 性 パ ッ ド は 、 例 え ば 前 記 電 気 接 続 リ ー ド 線 と 実 質 的 に 同 じ 又 は 類 似
す る 材 料 、 若 し く は 異 な る 材 料 、 例 え ば 金 か ら 成 る こ と が で き る 。 そ し て 、 外 部 接 続 リ ー
ド 線 を 前 記 電 気 端 子 装 置 に 、 例 え ば は ん だ 付 け 、 ろ う 付 け 又 は 溶 着 に よ り 接 続 し て 配 設 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 選 択 的 に 、 電 気 接 続 部 材 を 受 け 入 れ る た め の 穴 を 、 前 記 導 電 性 パ ッ ド 及 び 前 記 実 質 的 に
平 ら な 基 板 を そ れ ぞ れ 貫 通 し て 設 け る こ と が で き る 。 前 記 電 気 接 続 部 材 は 、 外 部 回 路 へ の
接 続 の た め に こ れ ら の 電 気 接 続 部 材 と 関 連 し た 導 電 性 端 子 タ ブ 又 は ピ ン を 有 す る こ と が で
き る 。 他 の 穴 を ま た 前 記 支 持 部 材 を 貫 通 し て 設 け て 前 記 電 気 接 続 部 材 を 受 け 入 れ る よ う に
す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 は 前 記 支 持 部 材 に 固 定 さ れ る 。 前 記
電 気 接 続 部 材 は 、 ボ ル ト 、 ピ ン 又 は リ ベ ッ ト か ら 成 る こ と が で き る 。 前 記 ボ ル ト は 、 金 、
銀 、 又 は ニ ッ ケ ル で メ ッ キ さ れ た 黄 銅 か ら 成 る こ と が で き る 。 前 記 リ ベ ッ ト は 、 金 、 銀 又
は ニ ッ ケ ル で メ ッ キ さ れ た 黄 銅 又 は 銅 か ら 成 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 熱 絶 縁 装 置 は 、 前 記 細 長 い 実 質 的 に 平 ら な 基 板 の 実 質 的 に 全 体 の 長 さ わ た っ て 、 又
は 実 質 的 に 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 が 設 け ら れ て い る 、 前 記 基 板 の 区 域 の み で 、 前 記
基 板 と 前 記 支 持 部 材 と の 間 に 介 在 し て 設 け る こ と が で き る 。 前 記 熱 絶 縁 装 置 が 、 実 質 的 に
前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 が 設 け ら れ て い る 前 記 区 域 の み に 設 け ら れ て い る と き に は 、
少 な く と も ひ と つ の ス ロ ッ ト 装 置 を 、 前 記 基 板 を 貫 通 し て か つ 前 記 基 板 を 部 分 的 に 横 切 っ
て 延 び る よ う に し て 設 け る こ と が で き 、 こ れ に よ り 前 記 基 板 に 沿 う 熱 伝 導 が 減 少 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 金 属 製 の 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト を 設 け る こ と が で き 、 こ の 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト は 、 電 熱 装 置 の
ヒ ー タ の 外 部 に 固 定 す る よ う に し た 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の 第 １ の 端 に 固 定 さ れ る 第 １ の 部
分 と 、 前 記 ヒ ー タ の 外 側 区 域 、 例 え ば 前 記 ヒ ー タ の 周 囲 壁 で の 外 側 区 域 に 固 定 す る よ う に
し た 第 ２ の 部 分 と を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト の 第 １ の 部 分 は 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の 第 １ の 端 の 部 分 に 係 合 す
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る ク リ ッ プ 装 置 で も っ て 配 設 す る こ と が で き る 。 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の 第 １ の 端 の 係 合 部
分 は 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の く ぼ み 又 は リ ベ ー ト と し て 設 け る こ と が で き る 。 前 記 く ぼ み
又 は リ ベ ー ト は 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト の 第 １ 部 分 で 前 記 細 長 い 支 持 部 材 を 長 手 方 向 に 調
節 で き る よ う な 大 き さ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト は 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 を 電 熱 装 置 の 調 理 板 の 下 面 に 向 か っ て 偏
倚 せ し め る よ う に 配 設 す る こ と が で き る 。 こ の 目 的 の た め に 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト は 、
片 持 ち ば り の 形 で あ っ て 、 金 属 の 単 一 の シ ー ト 又 は ス ト リ ッ プ か ら 形 成 す る こ と が で き 、
こ れ に よ り 、 前 記 ヒ ー タ に 取 り 付 け ら れ た と き に は 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の 第 ２ の 端 が 前
記 調 理 板 の 下 面 に 向 か っ て 上 向 き に 偏 倚 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 選 択 的 に 、 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト は 、 そ れ ぞ れ 上 方 部 品 及 び 下 方 部 品 を 形 成 す る よ う に
分 離 し て 形 成 さ れ る 第 １ の 部 分 及 び 第 ２ の 部 分 を 有 す る こ と が で き 、 こ れ ら の 第 １ 及 び 第
２ の 部 分 は 実 質 的 に 垂 直 な 面 に お け る 制 限 し た 相 対 的 移 動 が そ れ ら の 間 で で き る よ う に 一
緒 に 組 み 立 て ら れ 、 ま た 例 え ば コ イ ル ば ね 又 は リ ー フ ば ね の 形 の ば ね 装 置 が 相 対 的 に 移 動
可 能 な 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 間 に 設 け ら れ て 前 記 細 長 い 支 持 部 材 を 前 記 調 理 板 の 下 面 に
向 か っ て 偏 倚 せ し め る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト は 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 メ ッ キ さ れ た 軟 鋼 又 は 耐 高 温 性 プ ラ ス チ ッ ク
材 料 か ら 成 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ロ ッ ド 様 又 は ビ ー ム 様 の 部 分 を 有 す る 温 度 応 答 装 置 を 追 加 し て 設 け る こ と が で き 、 前 記
ロ ッ ド 様 又 は ビ ー ム 様 の 部 分 は 前 記 ヒ ー タ の 周 囲 区 域 か ら 前 記 ヒ ー タ を 少 な く と も 部 分 的
に 横 切 っ て 延 び る よ う に さ れ て 、 前 記 少 な く と も ひ と つ の 電 気 加 熱 エ レ メ ン ト と 前 記 調 理
板 の 下 面 と の 間 に 形 成 さ れ て い る 空 所 の 温 度 を 監 視 す る よ う に す る 。 前 記 温 度 応 答 装 置 は
、 所 定 の 温 度 で 前 記 少 な く と も ひ と つ の 電 気 加 熱 エ レ メ ン ト を 不 作 動 と す る た め に 及 び ／
又 は 前 記 空 所 の 温 度 を 選 択 し た 所 定 の 範 囲 内 に 制 御 す る た め に 、 外 部 の 制 御 回 路 と 協 働 す
る よ う に 配 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 温 度 応 答 装 置 は 、 そ の ロ ッ ド 様 又 は ビ ー ム 様 の 部 分 が 温 度 検 出 装 置 の 前 記 細 長 い 支
持 部 材 の 下 に 実 質 的 に 横 た わ る 位 置 で 前 記 ヒ ー タ を 少 な く と も 部 分 的 に 横 切 っ て 延 び る よ
う に 、 配 設 す る こ と が で き る 。 前 記 温 度 応 答 装 置 は 、 温 度 検 出 装 置 の 前 記 細 長 い 支 持 部 材
の た め に 設 け た 前 記 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト を 共 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 支 持 部 材 は 、 熱 放 射 反 射 材 料 の 層 が 設 け ら れ て い る 第 ２ の 表 面 を 有 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 電 気 絶 縁 又 は パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 層 を 、 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 の 第 １ の 表 面 に 設 け る こ
と が で き 、 こ の 電 気 絶 縁 又 は パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 層 は 少 な く と も 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素
子 の 上 に 横 た わ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 は 、 白 金 か ら 成 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 電 熱 装 置 に お い て 、 調 理 板 と 、 電 気 ヒ ー タ と 、 上 述 し た 温
度 検 出 装 置 と を 包 含 し 、 前 記 調 理 板 が 調 理 器 具 を 受 け る 上 面 と 下 面 と を 有 し 、 前 記 電 気 ヒ
ー タ が 少 な く と も ひ と つ の 電 気 加 熱 エ レ メ ン ト を 組 み 入 れ て い る と 共 に 前 記 調 理 板 の 下 面
に 接 触 し て 支 持 さ れ 、 前 記 温 度 検 出 装 置 が 電 熱 装 置 の 中 で あ っ て 前 記 少 な く と も ひ と つ の
電 気 加 熱 エ レ メ ン ト の 上 方 に 間 隔 を 置 く と 共 に 前 記 調 理 板 の 下 面 に 接 触 し て 配 設 さ れ 、 前
記 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 が 前 記 調 理 板 の 下 面 と 対 面 し て い る こ と を 特 徴 と す る 電 熱 装 置
が 提 供 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 調 理 板 は 、 ガ ラ ス － セ ラ ミ ッ ク 材 料 か ら 成 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 細 長 い 支 持 部 材 は 、 前 記 電 気 ヒ ー タ の 周 囲 壁 に 設 け ら れ て い る 穴 又 は く ぼ み を 横 切
る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の 第 １ の 端 は 前 記 電 気 ヒ ー タ の 外 側 に 配
設 さ れ る 。 前 記 細 長 い 支 持 部 材 が 前 記 電 気 ヒ ー タ の 周 囲 壁 の 穴 又 は く ぼ み を 横 切 る 位 置 で
、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 の 下 面 を 横 切 っ て 延 び て い る 横 く ぼ み を 前 記 細 長 い 支 持 部 材 に 設 け
る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 前 記 周 囲 壁 の 穴 又 は く ぼ み の 大 き さ を 最 小 に す る こ と が で き
る 。 前 記 周 囲 壁 は 、 熱 絶 縁 材 料 か ら 成 る か 又 は 熱 絶 縁 材 料 を 含 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 実 質 的 に 平 ら な 基 板 も 、 ま た 、 前 記 細 長 い 支 持 部 材 上 で 、 前 記 電 気 ヒ ー タ の 周 囲 壁
に 設 け ら れ て い る 穴 又 は く ぼ み を 横 切 り 、 こ れ に よ り 、 前 記 基 板 の 第 ２ の 端 区 域 を 前 記 電
気 ヒ ー タ の 外 側 に 配 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 少 な く と も ひ と つ の 電 気 加 熱 エ レ メ ン ト は 、 放 射 電 気 抵 抗 加 熱 エ レ メ ン ト 又 は 電 気
誘 導 加 熱 エ レ メ ン ト か ら 成 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 手 段 に よ り 、 熱 絶 縁 装 置 を 組 み 入 れ 、 コ ン パ ク ト で あ る と 共 に 丈 夫 で あ り 、 か
つ 作 動 が 鋭 敏 で あ る と 共 に 有 効 で あ る 温 度 検 出 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 を 良 く 理 解 し 、 ま た 本 発 明 が 実 際 に ど の よ う に し て 実 施 さ れ る か を 一 層 明 確 に 示
す た め に 、 以 下 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 す る た め に 、 電 熱 装 置 ２ は 周 知 の 形 の ガ ラ ス － セ ラ ミ ッ ク 製 調 理 板
４ を 包 含 し 、 こ の 調 理 板 ４ は 例 え ば 平 な べ の よ う な 調 理 器 具 ８ を 受 け る 上 面 ６ を 有 す る 。
調 理 板 ４ の 下 面 １ ０ は 、 こ の 下 面 １ ０ に 接 触 し て 支 持 さ れ て い る 電 気 ヒ ー タ １ ２ を 有 す る
。 電 気 ヒ ー タ １ ２ は 例 え ば 金 属 の 皿 様 支 持 体 １ ４ を 包 含 し 、 こ の 支 持 体 １ ４ の 中 に は 、 例
え ば 微 孔 性 熱 及 び 電 気 絶 縁 材 料 の よ う な 熱 及 び 電 気 絶 縁 材 料 の 基 層 １ ６ が 設 け ら れ て い る
。 そ し て 、 熱 及 び 電 気 絶 縁 材 料 の 周 囲 壁 １ ８ が 調 理 板 ４ の 下 面 １ ０ に 接 触 す る よ う に 配 設
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 少 な く と も ひ と つ の 放 射 電 気 抵 抗 式 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ は 、 基 層 １ ６ に 関 し て 支 持 さ れ
て い る 。 ひ と つ 又 は 複 数 の 加 熱 エ レ メ ン ト は 、 周 知 の 形 の 任 意 の 加 熱 エ レ メ ン ト 、 例 え ば
ワ イ ヤ 、 リ ボ ン 、 フ ォ イ ル 又 は ラ ン プ の 形 の 加 熱 エ レ メ ン ト 、 若 し く は こ れ ら の 形 の 組 み
合 わ せ か ら 成 る こ と が で き る 。 特 に 、 こ の 又 は こ れ ら の 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ は 縁 に 沿 っ て
絶 縁 材 料 の 基 層 １ ６ 上 に 支 持 さ れ て い る 波 形 リ ボ ン の 形 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 し か し な が ら 、 本 発 明 は 少 な く と も ひ と つ の 放 射 電 気 抵 抗 式 加 熱 エ レ メ ン ト を 包 含 す る
ヒ ー タ に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 ひ と つ 又 は 複 数 の 放 射 電 気 抵
抗 式 加 熱 エ レ メ ン ト に 代 え て 、 少 な く と も ひ と つ の 電 気 誘 導 式 加 熱 エ レ メ ン ト を 設 け る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 端 子 ブ ロ ッ ク ２ ２ は 、 ひ と つ 又 は 複 数 の 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ を 電 源 ２ ４ に リ ー ド 線 ２ ６
及 び 制 御 装 置 ２ ８ を 介 し て 接 続 す る た め に 、 ヒ ー タ １ ２ の 縁 区 域 に 設 け ら れ て い る 。 制 御
装 置 ２ ８ は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ － ベ ー ス ド 制 御 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 調 理 器 具 ８ は ひ と つ 又 は 複 数 の 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ に よ り 加 熱 さ れ 、 そ の 温 度 は 、 調 理
板 ４ の 下 面 １ ０ に 接 触 し て 配 設 さ れ て い る 、 後 で 詳 細 に 述 べ る 温 度 検 出 装 置 ３ ０ に よ り 監
視 さ れ て い る 。 特 に 、 こ の 温 度 検 出 装 置 ３ ０ は 、 例 え ば 調 理 器 具 ８ 内 に 発 生 す る 沸 騰 － 乾
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燥 現 象 か ら 生 じ る 、 調 理 板 ４ を 通 し て の 調 理 器 具 ８ の 温 度 の 小 さ な 増 加 を 測 定 す る よ う に
工 夫 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ を 参 照 す る に 、 温 度 検 出 装 置 ３ ０ は 例 え ば セ ラ ミ ッ ク 又 は 他 の 電 気 絶
縁 材 料 の 実 質 的 に 平 ら な 薄 く て 細 長 い 基 板 ３ ２ を 包 含 す る 。 こ の 基 板 ３ ２ は 上 面 ３ ４ を 有
し 、 こ の 上 面 の 第 １ の 端 区 域 ３ ６ に は 、 フ ィ ル ム の 形 で 適 当 な 白 金 か ら 成 る 温 度 感 知 性 電
気 抵 抗 素 子 ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 抵 抗 素 子 ３ ８ は 、 他 の 付 着 技 術 を 適 用 す る こ と が
で き る け れ ど も 、 基 板 ３ ２ の 上 面 ３ ４ に 薄 膜 印 刷 技 術 に よ り 付 着 さ れ て い る 。 セ ラ ミ ッ ク
の 基 板 ３ ２ は 、 適 当 に は 約 ０ ． ５ ｍ ｍ と 約 １ ｍ ｍ と の 間 の 厚 さ を 有 し 、 ま た 適 当 に は ア ル
ミ ナ か ら 成 る 。 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 の た め の 適 当 な 電 気 抵 抗 値 は 、 ０ ℃ で 約 ５ ０ オ ー
ム と 約 １ ０ ０ ０ オ ー ム と の 間 、 好 適 に は 約 １ ０ ０ オ ー ム と 約 ５ ０ ０ オ ー ム と の 間 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 電 気 接 続 リ ー ド 線 ４ ０ ， ４ ２ も 、 ま た フ ィ ル ム の 形 で あ っ て 、 基 板 ３ ２ の 上 面 ３ ４ に 設
け ら れ 、 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら の 電 気 接 続 リ ー
ド 線 ４ ０ ， ４ ２ は 、 好 適 に は 、 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８ と 同 じ 又 は 類 似 の 材 料 か ら 成 り 、 基 板 ３
２ の 第 ２ の 端 区 域 ４ ８ に 設 け ら れ て い る 端 子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ に ま で 延 び て い る 。 こ れ ら
の 端 子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ は 、 実 質 的 に 、 電 気 接 続 リ ー ド 線 ４ ０ ， ４ ２ と 同 じ 又 は 類 似 の 材
料 か ら 成 り 、 若 し く は 例 え ば 金 の よ う な 異 な る 材 料 か ら 成 る こ と も で き る 。 そ し て 、 穴 ５
０ ， ５ ２ が 端 子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ 及 び 基 板 ３ ２ を そ れ ぞ れ 貫 通 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ビ ー ム と し て 配 設 さ れ て い る 細 長 い 支 持 部 材 ５ ４ は 、 ヒ ー タ ２ ０ の 周 囲 壁 １ ８ の 穴 又 は
く ぼ み 及 び 皿 様 支 持 体 １ ４ の リ ム を 横 切 っ て 、 ヒ ー タ １ ２ の 周 囲 区 域 か ら ヒ ー タ １ ２ を 少
な く と も 部 分 的 に 横 切 っ て 延 び て お り 、 こ の 支 持 部 材 ５ ４ の 第 １ の 端 ５ ６ が ヒ ー タ １ ２ の
周 囲 区 域 で こ の ヒ ー タ の 外 部 に 固 定 さ れ る と 共 に 、 こ の 支 持 部 材 ５ ４ の 第 ２ の 端 ５ ８ が ヒ
ー タ １ ２ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 支 持 部 材 ５ ４ は 、 適 当 に は 、 例 え ば ス テ ア タ イ ト 、 コ ー デ
ィ ュ ラ イ ト 又 は ア ル ミ ナ の よ う な セ ラ ミ ッ ク 材 料 か ら 成 り 、 細 長 い く ぼ み ６ ０ が 設 け ら れ
て い る 。 こ の く ぼ み ６ ０ 内 に は 、 基 板 ３ ２ が 受 け 入 れ ら れ て い る 。 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素
子 ３ ８ は 、 ヒ ー タ １ ２ 内 の 支 持 部 材 ５ ４ の 第 ２ の 端 ５ ８ に 又 は こ の 第 ２ の 端 の 近 く に 配 置
さ れ て い る 。 ま た 、 端 子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ は 支 持 部 材 ５ ４ の 第 １ の 端 ５ ６ で 、 ヒ ー タ １ ２
の 外 部 に 配 置 さ れ て お り 、 こ の 場 所 で こ れ ら の 端 子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ は 比 較 的 低 い 温 度 に
さ ら さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 熱 絶 縁 装 置 ６ ２ は 、 支 持 部 材 ５ ４ の く ぼ み ６ ０ 内 に 配 置 さ れ 、 支 持 部 材 ５ ４ と 基 板 ３ ２
の 下 面 ６ ４ 及 び 側 縁 ６ ６ ， ６ ８ と の 間 に 介 在 し て い る 。 こ の 熱 絶 縁 装 置 ６ ２ は 、 好 適 に は
、 微 孔 性 熱 絶 縁 材 料 の 薄 い 層 か ら 成 る 、 こ の 薄 い 層 は 、 好 適 に は 、 １ ｍ ｍ と ４ ｍ ｍ と の 間
、 好 適 に は ２ ｍ ｍ と ３ ｍ ｍ と の 間 の 厚 さ で あ る 。 選 択 的 に 、 こ の 熱 絶 縁 装 置 ６ ２ は 例 え ば
バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 又 は ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム の よ う な 粉 状 熱 絶 縁 材 料 か ら 成 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 基 板 ３ ２ 及 び 熱 絶 縁 装 置 ６ ２ は 支 持 部 材 ５ ４ の く ぼ み ６ ０ 内 に プ レ ス 成 形 す る こ と が で
き 、 こ れ に よ り 、 基 板 ３ ２ の 上 面 ３ ４ は 支 持 部 材 ５ ４ の 上 面 と 実 質 的 に 平 ら に さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 電 気 絶 縁 又 は パ シ ベ ー シ ョ ン 層 ７ ０ を セ ラ ミ ッ ク 基 板 ３ ２ の 上 面 ３ ４ に 設 け る こ と が で
き 、 こ の パ シ ベ ー シ ョ ン 層 ７ ０ は 少 な く と も 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８ の 上 に 横 た わ る
。 こ の パ シ ベ ー シ ョ ン 層 は 、 ま た 、 改 良 し た 摩 耗 抵 抗 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 穴 ７ ２ ， ７ ４ が 、 支 持 部 材 ５ ４ の 第 １ の 端 ５ ６ で 、 こ の 支 持 部 材 を 貫 通 し て 設 け ら れ て
い る 。 こ れ ら の 穴 ７ ２ ， ７ ４ は 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 ３ ２ の 穴 ５ ０ ， ５ ２ と 整 合 さ せ ら れ 、 端
子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ を 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ， ８ ２ に 電 気 的 に 接 続 す る た め に 、 ま た セ ラ
ミ ッ ク 基 板 ３ ２ を 支 持 板 ５ ４ に 機 械 的 に 固 定 す る た め に 、 適 当 に は ボ ル ト 、 ピ ン 又 は リ ベ
ッ ト か ら 成 る 電 気 接 続 部 材 ７ ６ ， ７ ８ を 受 け 入 れ る よ う に 配 設 さ れ て い る 。 端 子 タ ブ 又 は
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ピ ン ８ ０ ， ８ ２ は 、 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８ を 制 御 装 置 ２ ８ に リ ー ド 線 ８ ４ ， ８ ６ の
手 段 に よ り 電 気 的 に 接 続 す る た め に 配 設 さ れ て い る 。 電 気 接 続 部 材 ７ ６ ， ７ ８ が ボ ル ト か
ら 成 る と き に は 、 こ れ ら の ボ ル ト は 適 当 に は 銀 又 は ニ ッ ケ ル で メ ッ キ し た 黄 銅 か ら 成 る 。
電 気 接 続 部 材 ７ ６ ， ７ ８ が リ ベ ッ ト か ら 成 る と き に は 、 こ れ ら の リ ベ ッ ト は 適 当 に は 金 で
メ ッ キ し た 銅 か ら 成 る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ， ８ ２ は 、 支 持 部 材 ５ ４ の 第 １ の 端 ５ ６ で 、 こ の 支 持 部 材 ５ ４ の
下 面 か ら 横 に 延 び る よ う に 配 設 さ れ 、 こ れ に よ り 、 適 当 な 隙 間 が 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ，
８ ２ と 調 理 板 ４ の 下 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 金 属 製 の 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト ９ ０ が 、 温 度 検 出 装 置 の た め に 設 け ら れ て い る 。 こ の 取 付 け
ブ ラ ケ ッ ト ９ ０ は 、 適 当 に は 、 ス テ ン レ ス 鋼 か ら 成 り 、 支 持 部 材 ５ ４ の 第 １ の 端 ５ ６ の 一
部 分 ９ ６ に し っ か り と 係 合 す る ク リ ッ プ 装 置 ９ ４ を 設 け ら れ て い る 第 １ の 部 分 ９ ２ を 有 す
る 。 こ の 係 合 部 分 ９ ６ は 、 適 当 に は 、 支 持 部 材 ５ ４ の く ぼ み 又 は リ ベ ー ト と し て 設 け ら れ
て い る 。 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト ９ ０ は 第 ２ の 部 分 ９ ８ を 有 し 、 こ の 第 ２ の 部 分 ９ ８ は 取 付 け ブ
ラ ケ ッ ト ９ ０ の 第 ２ の 部 分 ９ ８ の 穴 １ ０ ２ を 通 過 す る ね じ 切 り 固 定 具 １ ０ ０ の 手 段 に よ り
ヒ ー タ １ ２ の 皿 様 支 持 体 １ ４ の リ ム に 固 定 さ れ る 。 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト ９ ０ は 、 金 属 の 単 一
の ベ ン ト シ ー ト 又 は ス ト リ ッ プ か ら 片 持 ち ば り の 形 に 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 支 持 部 材 ５
４ の 第 ２ の 端 ５ ８ は 調 理 板 ４ の 下 面 １ ０ に 向 か っ て ば ね 偏 倚 さ れ て い る 。 こ の 方 法 に よ り
、 温 度 検 出 装 置 ３ ０ の 上 面 は 調 理 板 ４ の 下 面 １ ０ に 実 質 的 に 接 触 し て 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 支 持 部 材 ５ ４ の 外 側 下 面 ８ ８ に は 、 ひ と つ 又 は 複 数 の 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ か ら の 投 射 熱
放 射 を 反 射 せ し め る た め の 熱 放 射 反 射 材 料 の 層 １ ０ ４ を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た 温 度 検 出 装 置 ３ ０ は 、 コ ン パ ク ト で 感 知 性 が あ り 、 熱 絶 縁 装 置
は そ の 中 に 完 全 に 保 護 さ れ て い る 。 電 熱 装 置 ２ に お い て 、 ヒ ー タ １ ２ の 作 動 の た め に 選 択
さ れ た 設 定 温 度 値 の 変 動 か ら 生 じ る 熱 “ ノ イ ズ ” か ら の 干 渋 の 問 題 な し に 、 例 え ば 調 理 器
具 ８ の 沸 騰 － 乾 燥 現 象 か ら 生 じ る 調 理 板 ４ 及 び 調 理 器 具 ８ の 温 度 の 小 さ な 増 加 を 監 視 す る
こ と が で き る 。 温 度 検 出 装 置 ３ ０ は 、 し た が っ て 、 例 え ば 沸 騰 － 乾 燥 現 象 が 発 生 し た と き
に 、 ひ と つ 又 は 複 数 の 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ を 不 作 動 と す る よ う に 、 制 御 装 置 と 協 働 し て 、
迅 速 か つ 有 効 に 作 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ は 温 度 検 出 装 置 ３ ０ の 他 の 実 施 例 を 示 し 、 こ の 温 度 検 出 装 置 は 下 記 の
点 を 除 い て 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ の 温 度 検 出 装 置 ３ ０ と 実 質 的 に 同 一 で あ る 。 第 １ に 、 細 長 い
支 持 部 材 ５ ４ に は 、 こ の 支 持 部 材 ５ ４ が ヒ ー タ １ ２ の 周 囲 壁 １ ８ の 穴 又 は く ぼ み を 横 切 っ
て い る 場 所 に お い て 支 持 部 材 ５ ４ の 下 面 ８ ８ を 横 切 っ て い る 横 く ぼ み １ ０ ６ が 設 け ら れ て
い る 。 周 囲 壁 １ ８ の 穴 又 は く ぼ み は 、 こ れ に よ り 、 最 小 と す る こ と が で き 、 し た が っ て 周
囲 壁 １ ８ の 最 大 可 能 深 さ が 維 持 さ れ る こ と を 保 証 す る 。 こ の 構 成 に お い て は 、 熱 絶 縁 装 置
６ ２ に 、 横 く ぼ み １ ０ ６ の 上 に 横 た わ る 厚 さ の 減 少 し た 区 域 １ ０ ８ を 設 け る こ と 必 要 と さ
れ る 。 第 ２ に 、 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ， ８ ２ が 支 持 部 材 ５ ４ の 第 １ の 端 ５ ６ で 、 横 方 向 で
は な く て 長 手 方 向 に 延 び て い る よ う に 配 設 さ れ て い る 。 端 子 パ ッ ド 又 は ピ ン の こ の 配 設 は
、 勿 論 、 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ の 実 施 例 に お い て 選 択 的 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ は 温 度 検 出 装 置 ３ ０ の 更 に 他 の 実 施 例 を 示 し 、 こ の 実 施 例 は 図 ４ Ａ 及
び 図 ４ Ｂ の 実 施 例 の 変 形 例 で あ る 。 こ の 変 形 例 に お い て 、 熱 絶 縁 装 置 ６ ２ は 、 実 質 的 に 、
温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８ が 配 設 さ れ て い る 区 域 の み に 設 け ら れ て い る 。 温 度 検 出 装 置
の 作 動 効 率 を 維 持 す る た め に （ そ の 結 果 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 ３ ２ に 沿 う 熱 伝 導 作 用 が 最 少 又
は 減 少 さ れ る ） 、 電 気 接 続 リ ー ド 線 ４ ０ ， ４ ２ が 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８ か ら 延 び て
い る 区 域 の 付 近 に お い て 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 ３ ２ を 貫 通 し て 部 分 的 に 横 切 っ て い る ス ロ ッ ト
１ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 他 の ス ロ ッ ト １ １ ２ を 端 子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ の 近 く に 設
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け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ， ８ ２ の 他 の 構 成 が 、 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ に 示 さ れ て い る 。 図 ５ Ａ
及 び 図 ５ Ｂ に お い て 、 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ， ８ ２ は 支 持 部 材 ５ ４ の 第 １ の 端 ５ ６ で 下 向
き に 延 び て い る 。 こ の 他 の 構 成 は 、 ま た 、 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ 実 施 例 に も 適 用 で き る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｅ は 温 度 検 出 装 置 ３ ０ の 更 に 他 の 実 施 例 を 示 し 、 こ の 温 度 検 出 装 置 は 下 記
の 点 を 除 い て 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ に 示 さ れ て い る 温 度 検 出 装 置 と 同 一 で あ る 。 す な わ ち 、 異
な る 形 の ば ね 偏 倚 型 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト ９ ０ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト ９ ０
は ロ ッ ド 様 又 は ビ ー ム 様 の 検 出 部 分 １ １ ６ を 有 す る 追 加 の 温 度 応 答 装 置 １ １ ４ を 支 持 す る
よ う に 工 夫 さ れ て い る 。 こ の 追 加 の 温 度 応 答 装 置 １ １ ４ は 、 ヒ ー タ １ ２ の 周 囲 区 域 か ら ヒ
ー タ １ ２ を 少 な く と も 部 分 的 に 横 切 っ て 、 細 長 い 支 持 部 材 ５ ４ の 下 に 延 び る よ う に さ れ 、
ひ と つ 又 は 複 数 の 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ と 調 理 板 ４ の 下 面 １ ０ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 、 ヒ
ー タ １ ２ の 空 所 １ １ ８ の 温 度 を 監 視 す る よ う に し て い る 。 こ の 温 度 応 答 装 置 １ １ ４ は 、 所
定 （ 可 変 ） の 温 度 で ひ と つ 又 は 複 数 の 加 熱 エ レ メ ン ト ２ ０ を 不 作 動 と す る た め に 、 及 び ／
又 は 空 所 １ １ ８ の 温 度 を 所 定 の 範 囲 内 の 選 択 し た 設 定 点 に 制 御 す る た め に 、 接 続 リ ー ド 線
１ １ ９ （ 図 １ ） の 手 段 に よ り 、 制 御 装 置 ２ ８ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て 、 こ の 制 御 装 置 ２ ８ と
協 動 す る よ う に 配 設 す る こ と が で き る 。 こ の 温 度 応 答 装 置 １ １ ４ は 、 公 知 の 形 の 電 気 － 機
械 装 置 又 は 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 を 組 み 入 れ て い る 電 子 プ ロ ー ブ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｅ を よ り 詳 細 に 参 照 す る に 、 適 当 に は ス テ ン レ ス 鋼 の 金 属 製 の 取 付 け ブ ラ
ケ ッ ト ９ ０ は 上 方 部 品 を 形 成 す る 第 １ の 部 分 ９ ２ を 有 す る 。 こ の 第 １ の 部 分 ９ ２ は 、 細 長
い 支 持 部 材 ５ ４ に く ぼ み 又 は リ ベ ー ト と し て 設 け ら れ て い る 、 支 持 部 材 ５ ４ の 部 分 ９ ６ に
係 合 す る ク リ ッ プ ９ ４ の 手 段 に よ り 、 支 持 部 材 ５ ４ に 固 定 さ れ る 。 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト ９ ０
は 、 ま た 、 下 方 部 品 を 形 成 す る 第 ２ の 部 分 ９ ８ を 有 す る 。 こ の 第 ２ の 部 分 ９ ８ は 、 取 付 け
ブ ラ ケ ッ ト ９ ０ の 第 ２ の 部 分 ９ ８ の 穴 １ ０ ２ を 通 過 す る ね じ 切 り 固 定 具 １ ０ ０ の 手 段 に よ
り ヒ ー タ １ ２ の 皿 様 支 持 板 １ ４ の リ ム に 固 定 す る た め に 配 設 さ れ て い る 。 こ れ ら の 第 １ 及
び 第 ２ の 部 分 ９ ２ ， ９ ８ は 、 保 持 タ ブ １ ２ ０ 及 び ス ロ ッ ト １ ２ ２ の 手 段 に よ り 一 緒 に 組 み
立 て ら れ 、 そ の 結 果 、 実 質 的 に 垂 直 な 面 （ す な わ ち 、 ス ロ ッ ト １ ２ ２ の 面 に 対 し て 垂 直 な
面 ） に お け る 制 限 し た 相 対 的 移 動 が そ れ ら の 間 に 許 容 さ れ る 。 そ し て 、 リ ー フ ば ね 装 置 １
２ ４ （ コ イ ル ば ね 装 置 に 代 え る こ と が で き る ） が 、 相 対 的 に 移 動 可 能 な 第 １ 及 び 第 ２ の 部
分 ９ ２ ， ９ ８ 間 に 設 け ら れ 、 細 長 い 支 持 部 材 ５ ４ を 調 理 板 ４ の 下 面 １ ０ に 向 か っ て 付 勢 す
る よ う に 作 用 す る 。 第 ２ の 部 分 ９ ８ に は 、 こ の 第 ２ の 部 分 を 貫 通 し て 互 い に 整 合 し た 穴 １
２ ６ ， １ ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の 穴 １ ２ ６ ， １ ２ ８ は 温 度 応 答 装 置 １ １ ４ の ロ ッ
ド 様 又 は ビ ー ム 様 の 部 分 １ １ ６ を 受 け 入 れ る た め の 穴 で あ り 、 こ の 部 分 １ １ ６ は こ れ ら の
穴 の 中 に ク リ ッ プ 装 置 １ ３ ０ に よ り 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ３ Ａ ～ 図 ３ Ｂ － 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｂ に 示 さ れ て い る よ う な 、 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８
の 電 気 的 接 続 の た め に 設 け ら れ て い る 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ， ８ ２ に 加 え て 、 第 ３ の 端 子
タ ブ 又 は ピ ン １ ３ ２ を 設 け る こ と が で き 、 こ の 第 ３ の タ ブ 又 は ピ ン １ ３ ２ は 例 え ば リ ベ ッ
ト １ ３ ４ の よ う な 手 段 に よ り 穴 １ ３ ３ を 通 し て 支 持 部 材 ５ ４ に 固 定 さ れ る 。 こ の 第 ３ の タ
ブ 又 は ピ ン １ ３ ２ は 、 温 度 応 答 装 置 １ １ ４ 及 び 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 ３ ８ を 制 御 装 置 ２
８ に 簡 単 に 接 続 す る た め に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 再 び 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ を 参 照 す る に 、 端 子 タ ブ 又 は ピ ン ８ ０ ， ８ ２ に 接 続 し た 電 気 接 続
部 材 ７ ６ ， ７ ８ を 受 け 入 れ る た め に 、 端 子 パ ッ ド ４ ４ ， ４ ６ 及 び 基 板 ３ ２ を 貫 通 す る 穴 ５
０ ， ５ ２ 及 び 支 持 部 材 ５ ４ を 貫 通 す る 穴 ７ ２ ， ７ ４ を 設 け る 代 わ り に 、 端 子 パ ッ ド ４ ４ ，
４ ６ は 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 高 温 は ん だ 付 け の 手 段 に よ り 、 又 は ろ う 付 け 若 し く は 溶
着 に よ り 、 こ れ ら の 端 子 パ ッ ド に 接 続 し た 外 部 リ ー ド 線 １ ３ ６ ， １ ３ ８ で も っ て 簡 単 に 配
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設 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 接 続 は 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 ３ ２ を 支 持 部 材 ５ ４ の 端 を 越 え
て 延 び る よ う に 配 設 す る こ と に よ り 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 更 に 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 支 持 部 材 ５ ４ に 延 長 し た 長 さ の く ぼ み 又 は リ ベ ー ト ９ ６
を 設 け る こ と に よ り 、 図 ３ Ａ ～ 図 ３ Ｂ － 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｅ の 取 付 け ブ ラ ケ ッ ト ９ ０ を 適 用 す
る こ と が で き 、 そ の 位 置 は 支 持 部 材 ５ ４ の 所 定 長 さ に 沿 っ て 必 要 に 応 じ て 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 以 上 述 べ た 温 度 検 出 装 置 は 、 ひ と つ 以 上 の 加 熱 区 域 、 例 え ば 分 割 壁 に よ り 分 離 さ れ て い
る 複 数 の 加 熱 区 域 を 有 す る ヒ ー タ に 用 い る こ と も で き る 。 こ の よ う な 場 合 に お い て は 、 ひ
と つ 以 上 の 温 度 感 知 性 電 気 抵 抗 素 子 を 基 板 に 設 け る こ と が で き 、 温 度 検 出 装 置 は 複 数 の 温
度 感 知 素 子 が 使 用 に お い て 異 な る 加 熱 区 域 に 分 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 温 度 検 出 装 置 が 設 け ら れ て い る 電 熱 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 電 熱 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 電 熱 装 置 に 使 用 す る た め の 本 発 明 の 温 度 検 出 装 置 の 一 実 施 例 の
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ａ の 温 度 検 出 装 置 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 電 熱 装 置 に 使 用 す る た め の 本 発 明 の 温 度 検 出 装 置 の 他 の 実 施 例
の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 ４ Ａ の 温 度 検 出 装 置 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 電 熱 装 置 に 使 用 す る た め の 本 発 明 の 温 度 検 出 装 置 の 更 に 他 の 実
施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 図 ５ Ａ の 温 度 検 出 装 置 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 電 熱 装 置 に 使 用 す る た め の 本 発 明 の 温 度 検 出 装 置 の 更 に 他 の 実
施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 図 ６ Ａ の 温 度 検 出 装 置 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｃ 】 図 ６ Ａ の 温 度 検 出 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｄ 】 図 ６ Ａ の 温 度 検 出 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｅ 】 図 ６ Ａ の 温 度 検 出 装 置 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 電 熱 装 置 に 使 用 す る た め の 本 発 明 の 温 度 検 出 装 置 の 更 に 他 の 実 施
例 の 斜 視 図 で あ る 。
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